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歳入

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

一般会計の歳入は 107 億 4,059 万円。前年度に比べて 2.9％の
減となりました。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　84,397 円
（町税 15 億 8,708 万円÷平成 29 年３月末人口 18,805 人）

町税（14.8%）　　   15 億 8,708 万円
【内訳】

町民税　　　5億 7,651 万円
固定資産税　8億 4,690 万円
軽自動車税　　　6,159 万円
たばこ税　　1億   208 万円

繰越金（1.5%）          1 億 6,462 万円

諸収入（1.6%）          1 億 7,394 万円

繰入金（1.1%）          1 億 1,252 万円

その他収入（3.0%）3億 2,023 万円地方交付税（50.8%）
54 億 5,291 万円
地方交付税（50.8%）
54 億 5,291 万円

町債（6.9%）
7億 4,595 万円
町債（6.9%）
7億 4,595 万円

国・県支出金（16.1%）
17 億 2,775 万円
国・県支出金（16.1%）
17 億 2,775 万円

地方譲与税・交付金（4.2%）
4億 5,559 万円
地方譲与税・交付金（4.2%）
4億 5,559 万円

自主財源（町税や町の施設使用料、手数料など、
町が自ら徴収できる財源です。）

依存財源（国が自治体に交付する地方交付税や、
国・県などからの補助金などです。）

　

平
成
28
年
度
決
算
が
９
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
名
久
井
岳
と
馬
淵
川
に
抱
か
れ
、
自
然
・
環
境
・
福
祉
に
恵
ま

れ
た
交
流
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、「
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
な

が
ら
、
緊
急
・
重
点
事
業
の
選
択
化
と
、
諸
経
費
の
節
減
合
理
化

に
努
め
る
な
ど
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
予
算
執
行
に
努

め
ま
し
た
。
そ
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

財
政
分
析
の
参
考
に
な
る
財
政
指
標

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

実質収支比率

４.７％
（昨年度より0.7 ポイント増）

　歳入から歳出を
差し引いた差額か
ら翌年度に繰り越
すべき一般財源を
控除した額（実算
収支）の標準財政
規模に対する割
合。3％から 5％
が妥当とされてい
ます。

財政力指数

０.２７
（昨年度より増減なし）

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

　町税や交付税な
どの経常的一般財
源収入に人件費な
どの経常経費が、
どの程度占めてい
るかを表す比率で、
財政構造の弾力性
を判断する指標で
す。80％以下が健
全とされています。

経常収支比率

８４.６％
（昨年度より4.0ポイント増）
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標準財政規模

72億5,888万円
（昨年度より3億2,157万円減）

借入金の残高基金残高

20億円 

40億円 

60億円 

100億円 

80億円 

100億円

200億円

（歳出額103億9,628万円÷平成29年３月末人口18,805人）
町民一人あたりに使われた額　552,847円

総務費（17.0%）17億6,634万円総務費（17.0%）17億6,634万円

民生費（28.3%）29億4,494万円民生費（28.3%）29億4,494万円

衛生費（7.9%）8億1,986万円衛生費（7.9%）8億1,986万円

人件費（12.8%）13億3,260万円人件費（12.8%）13億3,260万円普通建設事業費ほか（11.4%）11億8,862万円普通建設事業費ほか（11.4%）11億8,862万円
その他（維持補修費など）（1.6%）
1億6,824万円
その他（維持補修費など）（1.6%）
1億6,824万円

繰出金（15.1%）
15億7,152万円
繰出金（15.1%）
15億7,152万円

積立金（4.4%）
4億6,043万円
積立金（4.4%）
4億6,043万円

補助費等（13.6%）
14億914万円
補助費等（13.6%）
14億914万円

物件費（10.4%）10億8,104万円物件費（10.4%）10億8,104万円

公債費（15.7%）16億2,898万円公債費（15.7%）16億2,898万円

扶助費（15.0%）15億5,571万円扶助費（15.0%）15億5,571万円

農林水産業費（5.9%）6億918万円農林水産業費（5.9%）6億918万円

土木費（6.7%）6億9,968万円土木費（6.7%）6億9,968万円

消防費（4.5%）4億6,472万円消防費（4.5%）4億6,472万円

教育費（10.1%）10億5,295万円教育費（10.1%）10億5,295万円

公債費（15.7%）16億3,448万円公債費（15.7%）16億3,448万円

その他（商工費など）（3.9％）4億413万円その他（商工費など）（3.9％）4億413万円

義務的経費　
43.5％

経常的・その他の経費
45.1％

投資的経費
11.4％

歳出
（目的別）

一般会計の歳出は103億9,628万円。前年度に比べて2.8％の減となりました。

歳出
（性質別）

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されることが見込
まれる一般財源の規模の大きさ
を示す指標で、各収支比率等の
財政指標の分母となる数値。

特別会計
50億9,174万円
特別会計
50億9,174万円

一般会計
132億8,913万円
一般会計
132億8,913万円

その他基金
54億256万円
その他基金
54億256万円

減債基金
27億6,775万円
減債基金
27億6,775万円

特別会計
49億659万円
特別会計
49億659万円

一般会計
125億2,851万円
一般会計
125億2,851万円

27年度　
183億8,087万円

27年度
95億3,690万円

28年度
100億8,483万円

28年度　
174億3,510万円

財政調整基金
13億6,659万円
財政調整基金
13億6,659万円

財政調整基金
15億5,702万円
財政調整基金
15億5,702万円

その他基金
54億386万円
その他基金
54億386万円

減債基金
31億2,395万円
減債基金
31億2,395万円

　返済が２年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

　基金には、財源不足を補う
ための財政調整基金や地方債
の返済を計画的に行うための
減債基金などがあります。
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一般会計の主な事業と決算額
平成28年度に実施した主な事業を、総合振興
計画の基本方向に分けてお知らせします。

保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮らせるまち
老人福祉事業� ４億  496万円
児童福祉事業� ７億1,955万円
障害者福祉事業� ５億8,053万円
健康診査・予防接種事業� 9,598万円
道路橋りょう新設・維持改修事業� ３億9,409万円
町営住宅管理・建設事業� １億3,952万円
消防・防災事業� ４億6,472万円
災害対策事業� 2,266万円
地域交通対策事業� 8,693万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校管理、教育振興事業� ３億5,334万円
保健体育施設管理運営事業� 5,820万円
公民館等管理運営事業� 3,913万円
文化財保護事業� １億1,969万円
奨学基金繰出金� 178万円
幼稚園管理運営事業� 7,147万円
語学指導外国青年招致事業� 977万円
中学生海外研修事業� 689万円

産業振興で活力と交流に満ちたまち
農村整備事業� 6,545万円

農業振興事業� １億　845万円

観光施設管理事業� １億3,089万円

商工業振興事業� 2,967万円

観光振興事業� 2,779万円

協働と参画により町民が主役となるまち
地域振興基金の積立� １億713万円
自治振興事業� 9,002万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立� 256万円
地籍調査事業� 4,719万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金� ２億9,076万円
環境整備事務組合負担金� ２億8,233万円
ゴミ収集運搬事業� 2,932万円
公園管理事業� 1,000万円

南部さんの家計簿 南部町の一般会計決算を2,000分の1にして、架空の
南部さんの家計簿に例えてみました。

【歳入】 【歳出】
項目 金額 決算上の区分

給与収入 793,542円 町税

パート収入
及び賃貸収入 109,834円 使用料および手数料

財産収入ほか

親からの援助 3,818,124円 地方交付税、国・県
支出金交付金等

貯金取り崩し 56,261円 繰入金

借金 372,974円 町債

雑入 137,251円 諸収入、寄付金

繰越金 82,310円 繰越金

合計 5,370,296円

項目 金額 決算上の区分

食費 666,301円 人件費

医療費 777,853円 扶助費

住宅等ローン返済 814,492円 公債費

生活費 1,252,114円 物件費、補助費等、
貸付金

仕送り 785,758円 繰出金

貯金・株式投資 230,215円 積立金ほか

家の修繕費 88,748円 維持修繕費、
災害復旧費

電化製品の購入 582,657円 普通建設事業費

合計 5,198,138円

　南部さんの家庭では、家族で稼いだお金（町税・使用料等）だけでは支出のすべてをまかなうことができない
ため、親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）で生活している状態にあります。
　収入は、今後も減っていくことが予想されるため、電化製品（建設事業費）の購入や住宅等ローン返済（公債
費）を増やさず食費（人件費）などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。
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健全化判断比率等の公表

特別会計決算

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づき、町の財政状況を判断するための
指標を公表します。

　特別会計とは、特定の事業を行うために、一般会計とは別にして、
経費を管理するための会計です。特別会計決算状況をお知らせします。

健全化判断比率 資金不足比率
　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示
す比率で、早期健全化基準の範囲内で運営すること
が望ましいとされています。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率 － 13.96％

連結実質赤字比率 － 18.96％

実質公債費比率 9.7％ 25.00％

将来負担比率 － 350.00％

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準

病院事業会計 － 20.0％

公共下水道事業特別
会計 － 20.0％

農業集落排水事業特
別会計 － 20.0％

町営地方卸売市場特
別会計 － 20.0％※実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字のため、「－」

表示としています。
※すべての会計とも黒字で資金不足比率が算定されない

ため、「－」表示としています。
【実質赤字比率】

普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳入よ
り歳出が多ければ赤字となります。）

【連結実質赤字比率】
町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳入より
歳出が多ければ赤字となります。）

【実質公債費比率】
借金の返済に充てて支払っている額の比率です。

【将来負担比率】
将来負担しなければならない借金などの比率です。

平成28年度決算に基づく健全化判断比率およ
び資金不足比率は、いずれも健全であること
を示しています。

会計名 歳入額 前年比(％ ) 歳出額 前年比(％ )
学校給食センター特別会計 1億6,706万円 △2.4 1億6,706万円 △2.4
農林漁業体験実習館事業特別会計 7,274万円 △0.8 7,269万円 △0.8
国民健康保険特別会計 28億4,379万円 △4.6 27億9,718万円 △6.1
介護保険特別会計 27億5,996万円 4.9 27億3,598万円 5.6
介護サービス事業特別会計 2,952万円 △1.7 2,952万円 △1.7
後期高齢者医療特別会計 1億9,149万円 3.1 1億9,149万円 6.7
病院事業会計 11億5,678万円 6.6 14億741万円 32.1
公共下水道事業特別会計 2億167万円 △20.3 2億167万円 △20.3
農業集落排水事業特別会計 2億6,596万円 △0.1 2億6,595万円 △0.1
町営地方卸売市場特別会計 34億364万円 △6.1 34億157万円 △5.8
介護老人保健施設特別会計 3億8,490万円 1.0 3億7,151万円 △2.4
大字上名久井財産区特別会計 5,034万円 3.6 60万円 △24.7
大字平財産区特別会計 97万円 9.2 16万円 △10.7
大字平字下平外14字財産区特別会計 1,911万円 △6.3 253万円 △31.6
大字下名久井字田端外17字財産区特別会計 3,258万円 △3.5 309万円 △3.7
大平財産区特別会計 219万円 4.5 32万円 11.8
名久井岳財産区特別会計 2,823万円 △0.7 239万円 △13.2

合　　　　　　　計 116億1,093万円 △1.8 116億5,112万円 0.3
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【出場メンバー】
竹内信勝さん、水梨正夫さん、
髙森千恵子さん、奥野恭子さん、
竹内和子さん

まちの話題

「フルーツの郷南部支部」が優勝 総合優勝制スポーツ大会総合成績

秋晴れの下、選手ハツラツと競技
10月１日、第11回南部町民運動会が開催され、町内
18チーム約1800人が参加し、熱戦を繰り広げました。

熱戦の玉入れ競技の陰には、
打たれ強く支える人の姿も

チームの希望の星が駆ける、雌雄を決するリレー。
ごぼう抜きの走りに皆の視線を一身に集める選手も

グラウンドの土も堀り上がるほどの、
力のこもった綱の引き合い

感覚を研ぎ澄まし
背面キャッチ

行く先は気まぐれ。ラグビーボー
ルにチームの運命を託す

障害物も大ジャンプで
ひとっ跳び！

　９月９日、岩木青少年スポーツセンター（弘前市）
で第２回スポーツ吹矢大会が開催され、県内のスポー
ツ吹矢団体６支部、７チームが参加した団体戦で当
町から参加した「フルーツの郷南部支部」が見事優
勝しました。
　ここ数年、スポーツ吹矢は健康増進のほか、子ど
もから高齢者まで気軽に楽しめるスポーツとして注
目を集め、当町では３年前から競技団体が発足しま
した。会員数の増加とともに、練習の機会も増え、
技術も向上していく中で、初めての優勝を勝ち取っ
た代表の５人は喜びを分かち合いました。

　町民運動会の表彰式に併せて、第７回総合優勝制
スポーツ大会の総合成績が発表されました。
　町内16チームが６競技（バウンドテニス、軟式
バレー、ユニホック、グラウンドゴルフ、壮年ソフ
トボール、ペタンク）で競い合い、「あかねチーム」
が熱戦を制し、優勝を飾りました。

優　勝　あ か ね　チーム
準優勝　沖　　通　チーム
第三位　杉　　沢　チーム
第四位　　 東 　　チーム
第五位　下名久井　チーム
第六位　剣吉･森越　チーム

昨
年
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
悪
く
大
会
中
止
と
な
り
、

今
年
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
南
部
町
民
運
動
会
。
昨
年
の
分
も
、

お
天
道
様
が
味
方
し
て
く
れ
た
か

の
よ
う
な
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
下
、

選
手
た
ち
は
爽
や
か
な
汗
を
流
し
、

ハ
ツ
ラ
ツ
と
各
種
競
技
に
打
ち
込

み
ま
し
た
。

大
会
を
制
覇
し
た
の
は
、
２
大

会
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝
と
な
っ
た

杉
沢
チ
ー
ム
。「
親
子
リ
レ
ー
」

で
は
、
小
学
生
と
の
親
子
選
手
を

そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
会

本
部
と
相
談
し
、
幼
稚
園
児
と
の

親
子
ペ
ア
で
出
場
す
る
苦
し
い
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
親
子
リ
レ
ー

の
結
果
は
最
下
位
で
し
た
が
、
勝

負
を
諦
め
ず
出
場
し
た
親
子
に
、

杉
沢
チ
ー
ム
の
み
な
ら
ず
他
チ
ー

ム
か
ら
も
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
、

チ
ー
ム
の
垣
根
を
越
え
て
応
援
す

る
様
子
は
、
町
民
運
動
会
の
真
の

目
的
が
垣
間
見
え
た
よ
う
で
し
た
。

開
会
式
で
工
藤
町
長
が
「
運
動

会
を
と
お
し
て
、
地
域
の
融
和
・

交
流
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
た
と
お
り
、
人
の
絆
、
地
域

の
絆
、
町
の
結
束
が
高
ま
る
、
秋

晴
れ
同
様
の
清
々
し
い
町
民
運
動

会
と
な
り
ま
し
た
。

スポーツプラス

吹矢大会の様子
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工藤町長は「杉沢中、南部町の誇りを持って頑張っ
てください」と激励。
また、小橋さんは「これから筋力トレーニングに励
み来年は、東北大会、全国大会に出場したい」と来年
へ更なる飛躍を誓いました。

TOWN  TOPICS

村井大和さんがジュニアオリンピック陸上競技大会出場へ

「明るい笑顔」が長寿のエネルギーに
10月４日、町民体育館を会場に「南部町敬老会」が開催
され、町内の75歳以上3644人の長寿を祝いました。

☜ステージ
披露に参加
者のあふれ
る笑顔と大
きな拍手

笑いあり、　☞
感動ありの、
イサバのカッチ
ャ や 園 児 の ス
テージ披露

小橋さくらさん㊧、村井大和さん㊨

10月27日から横浜市で開催される「第48回ジュニ
アオリンピック陸上競技大会」に、村井大和さん（杉
沢中１年）が出場を決めました。
村井さんは、８月下旬に弘前市で開催された県予選

会において中学１年生が争う男子走り幅跳びの種目で、
５㍍38の記録で優勝し、本大会への切符をつかむと、
９月30日、10月１日にむつ市で行われた県中学新人
陸上競技選手権大会でも、同種目で５㍍56を跳び自
己記録を更新。
10月４日、村井さんは同校２年生の小橋さくらさ
ん（県中学新人陸上競技選手権大会の共通四種競技で
２位）とともに、本庁舎を訪れ、工藤町長に対し「自
己ベストを更新し、決勝に残りたい」と力強く、大会
への意気込みを語りました。

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
方
と
88
歳
の
夫
婦
に
国
や
県

か
ら
顕
彰
状
な
ど
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。式

典
後
に
は
、「
イ
サ
バ
の
カ
ッ

チ
ャ
」
で
お
な
じ
み
の
タ
レ
ン
ト
、

十
日
市
秀
悦
さ
ん
が
長
寿
講
演
と
し

て
、
一
人
芝
居
を
披
露
。
コ
ミ
カ
ル

な
踊
り
や
歌
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
語

り
が
笑
い
を
誘
い
、
会
場
は
笑
顔
で

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

会
食
時
に
は
、
ゆ
と
り
あ
児
童
館

と
あ
か
ね
幼
稚
園
の
園
児
が
元
気
い
っ

ぱ
い
の
歌
や
踊
り
、
組
み
体
操
な
ど

を
披
露
し
、「
い
つ
ま
で
も
元
気
に

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
普
段
あ
ま
り
会
う
こ

と
が
で
き
な
い
旧
友
と
の
会
話
を
楽

し
む
光
景
も
見
ら
れ
、「
来
年
ま
た

元
気
に
会
え
た
ら
い
い
ね
」
と
言
葉

が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
温
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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まちの話題

プロの伴奏で校歌を合唱

全国から参加２１校の頂点に

南部町音楽会

名久井農業高校　日本土壌肥料学会で最優秀賞に輝く
地域農業発展に向け、決意新たに
三八地区農業委員会大会

果物を配って交通安全を呼びかけ
事故“なし”作戦

プロの伴奏に合わせ、心のこもった校歌合唱をする生徒たち

学会で発表した名農高３年生の３人。
左から佐々木美香さん、中村唯子さん、馬場健人さん

ガンバロー三唱をする大会参加者

安全運転を呼びかけ、果物を手渡す参加者

10月５日、「国際音楽の日（10月１日）」にち
なんで、第12回南部町音楽会が楽楽ホールで開
催され、町内の小学６年生児童と中学１年生の生
徒ら284人が、プロの演奏を体感しました。
今年は、音楽会を始めた南部町名誉町民である
川守田三次郎さんの心意気で、森知英さん、渋谷
かおりさん、藤田純子さんの演奏に加え、プロの
伴奏のもと児童、生徒による各校の校歌合唱が実
現。心洗われる子どもたちの歌声に会場は温かい
拍手に包まれました。

９月５日から７日、東北大学で開催された日本
土壌肥料学会で、名久井農業高校（西館実校長）
園芸科学科果樹専攻２、３年生が研究成果を発表
し、最高賞の最優秀賞を受賞しました。
小型無人機「ドローン」を使った、リンゴの人
工授粉の研究で、結実率にやや課題を残しました
が、大幅な授粉作業時間の短縮や、上空からの花
粉溶液の散布で実が大きく育つ上向きの花が結実
し、摘果作業時間が短縮できるなどの成果から、
研究の実用化への有効性を示しました。

９月22日、三八地区農業委員会大会が楽楽ホー
ルで開催され、三八地区７市町村から農業委員な
ど約90人が参加しました。
今年度は新たに、「土地改良事業の農家費用負
担軽減等」や「中山間地域の耕作放棄地の再生お
よび有効利用」に関する要望事項の２議案が審議
され、満場一致で決議されました。
最後に、「ガンバロー三唱」が行われ、大会参
加者は決議事項の実現に全力を挙げ、地域農業者
の期待に応える決意を新たにしました。

９月20日、秋の交通安全運動の一環として毎
年行われている「事故“なし”作戦」が、国道104
号線沿いで行われました。
作戦には、交通安全協会福地支部、交通指導隊
福地支隊、交通安全母の会連合会および福地地区
の３小学校PTA役員ら約30人が参加。
参加者は、ドライバーに梨とチラシを渡しなが
ら「安全運転をお願いします。お気をつけていっ
てらっしゃい」と笑顔で呼びかけ、ドライバーの
交通事故防止への意識を高めました。
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七唄優勝者

中高生の部　岩間友香さん 小学生の部　川守田紗李さん

TOWN  TOPICS

原子力施設立地振興対策事業助成金900万円で
チェリウスの送迎バスを更新しました 　　　

岩間友香さん（杉沢中３年）見事に歌い上げ七唄で優勝
南部七唄七踊り全国大会

新しいチェリウスバスは、さわやかな青を基調
とし、町のキャラクターの「なべまる」が目印と
なっています。
皆さんどうぞ、チェリウスでのご会食の際には、

送迎バスをご利用ください。なお、このバスは「原
子力施設立地振興対策事業」助成金900万円の交
付を受けています。
※バスはご会食のお客様、１5名からのご利用と
させていただきます。

　詳しくは、チェリウス（☎0178-76-1001）ま
でお問い合せください。

９月24日、南部七唄七踊り全国大会が楽楽ホー
ルで開催され、町内外から62人が参加しました。
南部手踊りは、名川地区が発祥で数百年以上
も前から郷土に受け継がれ、現在は“南部手踊り
（七踊り）”、“南部七大民謡（七唄）”とともに
町の無形文化財に指定されています。
大会は、七唄と七踊りの計４部門で競い合われ、

会場はほぼ満席となりました。響きわたる歌声や、
踊りの中で見得を切る独特の決めポーズに観客
は魅了され、盛大な拍手と声援が沸き立ちました。
七唄「小学生の部」では、川守田紗李さん（五

戸町）、「中高生の部」では、岩間友香さん（杉沢）、
がそれぞれ優勝。岩間さんは「今年しか出られ
るチャンスがないと思っていたので優勝できて
よかったです」と笑顔で喜びを語りました。
また、七踊り「子どもの部」では、中城里奈
さん（八戸市）、「大人の部」では、泉山華澄さ
ん（八戸市）が優勝し、泉山さんは、３年前に
優勝した妹の千夏さんとともに姉妹で大会史に
名を刻みました。

七踊り優勝者

大人の部　泉山華澄さん 子どもの部　中城里奈さん

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178－84－2850

集中力アップ！スポーツ吹矢体験

11月22日(火) ～25日(土)は鍋の期間

日時　11月12日（日）　13時～14時30分
場所　２Ｆベースルーム
参加料　400円（別途入館料）
対象　小学生以上

豚肉と白モツと旨みをきかせたピリッと辛いスー
プの相性は抜群。体の芯から温まる鍋をどうぞ

「キムチ鍋定食」　1,100円（税込）

 ★今月26日はフロの日
通常450円 ➡ 特別価格330円

 ★朝風呂営業
６時～８時まで（受付は７時30分まで）

 今月の休館日
 11月14日（火）～16日（木）
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花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募

　

平
成
25
年
度
か
ら
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
し
て
、
こ
れ
ま
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
初
め
て
最
優
秀
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
み
な
さ
ん
で
協
力
し

た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。

花
壇
作
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

花
壇
の
場
所
は
人
目
に
つ
く
場

所
が
良
い
だ
ろ
う
と
、
も
と
は
砂

利
道
だ
っ
た
道
路
が
舗
装
さ
れ
、

散
歩
す
る
方
が
増
え
た
と
こ
ろ
を

選
び
ま
し
た
。

歩
道
に
沿
っ
て
80
㌢
㍍
幅
、
60

㍍
の
細
長
い
花
壇
な
の
で
、
見
る

人
の
気
持
ち
を
考
え
、
こ
の
長
い

道
を
歩
く
人
た
ち
が
、
端
か
ら
端

ま
で
飽
き
ず
に
楽
し
め
る
よ
う
に

「
サ
ル
ビ
ア
」
や
年
配
の
方
が
好

む
「
百
日
草
」
な
ど
７
種
類
の
花

を
、
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、

彩
り
が
美
し
く
な
る
よ
う
に
植
え

ま
し
た
。

見
栄
え
が
よ
く
な
る
よ
う
、
名

久
井
岳
の
形
を
し
た
看
板
を
町
内

会
で
手
作
り
し
て
立
て
ま
し
た
の

で
、
花
壇
と
合
わ
せ
て
見
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

苦
労
の
な
か
で
の
喜
び

花
壇
の
土
が
浅
く
、
花
が
根

を
は
る
の
が
大
変
な
の
で
、
山

か
ら
土
を
運
ん
だ
り
、
肥
料
を

工
夫
す
る
な
ど
、
土
づ
く
り
か

ら
始
め
ま
し
た
。

春
は
暑
い
日
が
続
い
た
の
で
、

毎
夕
、
交
代
で
水
を
か
け
た
り
、

台
風
で
倒
れ
か
け
た
花
に
支
柱

を
立
て
た
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
天
候
不
順
で
、
花

が
枯
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
少

し
で
も
長
持
ち
す
る
よ
う
に
「
花

が
ら
摘
み
」
を
欠
か
さ
ず
に
や

り
ま
し
た
。

花
壇
に
行
っ
て
手
入
れ
を
し

て
い
る
と
、
通
り
か
か
っ
た
人

か
ら
、「
き
れ
い
で
す
ね
」「
ご

く
ろ
う
さ
ま
で
す
」
と
声
を
か

け
て
も
ら
い
、
大
変
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

受
賞
す
る
こ
と
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
が
、
そ
こ
を
通
る
人
た

ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、

町
内
会
の
人
同
士
の
ふ
れ
あ
い

が
深
ま
り
、
地
域
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
活
動
と
な
る
の
で
、

来
年
度
以
降
も
続
け
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今回は、平成29年度(第11回)達者村花壇コンクールの花壇部
門において最優秀賞を受賞した「下斗賀町内会」の役員、瀬
川正子さんへのインタビューをご紹介します。

手作り看板の花壇と下斗賀町内会のみなさん

さまざまな出来事をお伝えします

描の96

八戸都市圏はＵＩＪターン採用に
取り組む企業を支援します　　　 4コマ漫画・LINEスタンプの制作者を大募集!!

　八戸都市圏（八戸市、三戸町、五戸町、田子町、
南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）ではＵＩ
Ｊターン採用に積極的に取り組む事業所を支援す
るため、首都圏等で開催される就職・転職フェア
等に出展する際の出展料や交通費の一部を助成し
ます。
対象事業所　
１．主たる事業所が八戸都市圏内に所在している
こと。

２．八戸都市圏内に所在する事業所において、期
間の定めのない雇用で、かつ、１週間の所定
労働時間が30時間以上の雇用条件の求人を行っ
ていること。

詳細については、下記までお問い合わせください。
問合せ　八戸市商工労働部　産業労政課
　　　　雇用対策グループ　☎0178-43-9038

　「なべまる」と一緒に町のPRを行うために、４
コマ漫画や、LINEスタンプの制作者を募集します。
応募条件
南部町在住者で年齢は問いませんが、未成年者
は保護者の同意が必要になります。

応募方法
町HPまたは庁舎・公民館窓口で申込用紙を入
手し、ご記入のうえ応募作品に添えて提出願い
ます。

募集内容
　①４コマ漫画部門　②LINEスタンプ部門
　※詳細については、募集要項をご覧になるか、
　　下記までお問い合わせ願います。
募集締め切り　11月24日(金)必着とします。

問合せ・作品提出先
　商工観光交流課（本庁舎）
　☎0178-84-2119

んがの手で
　わをめごぐ
　　描いでけろ
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あおもり鍋自慢　前夜祭

同時開催

南部地方の食・特産品・伝統芸能が大集合

南部ふるさと塾シリーズ

第５回　南部芸能を楽しむ集い

なんぶりんご市
第８回　商工会ふれあいフェスタ

ナニャドヤラ廻道
ふるさとフェスタ２０１７

『三戸南部氏と南部一族の興亡』

　数百年の伝統を誇る南部手踊りは当町が発祥
の地です。三味線、太鼓、南部手踊りの名人が
一同に集まり「技」が披露されます。
　「あおもり鍋自慢」の前夜祭イベントとして
開催します。
日時　11月25日（土）
　　　18時～20時30分
場所　南部町ふれあい交流プラザ
　　　（青い森鉄道線「三戸駅」隣）
入場料　2,500円（観覧料、飲食含む）
入場券　ポスターの掲示されている店舗、商工
会本所・支所で販売

問合せ　
　南部町商工会
　本所　☎0178-75-1133
　南部支所　☎0179-22-0122

　贈答用から家庭用まで選りすぐりのリンゴ販売
や、鍋には欠かせない野菜の販売、お楽しみ抽選
会など盛りだくさん。
　町営市場会場では「せんべい汁」、町民体育館
前会場では「なべっこ団子」の無料提供（いずれ
も数量限定）などもあります。
期日　12月3日（日）
会場　町営地方卸売市場および町民体育館前
時間　市場会場　9時～14時　　
　　　町民体育館会場　9時～15時
問合せ　農林課（中央公民館）
　　　　☎0178-76-2308
　　　　町営市場☎0179-22-0011

　商工会員による出店販売が行われるほか、新

鮮ホタテやタコ焼、バラ焼きを格安で限定販売

します。

期日　12月3日（日）
会場　町営地方卸売市場
時間　9時～14時まで
問合せ　南部町商工会　
　　　　　本所　☎0178-75-1133

　　　南部支所　☎0179-22-0122

　郷土料理や特産品を使った料理の飲食コーナー、

特産品の販売、郷土芸能発表、お買い物スタンプ

ラリーなどをお楽しみください。入場無料です。

日時　12月２日（土）、３日（日）
　　　10時～16時

場所　ユートリー　
問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合
　　　　☎0178-43-9556

期日　11月25日（土）13時30分～15時　
会場　楽楽ホール
講師　八工大第二高等学校教諭　熊谷隆次氏
演題　南部信直と南慶儀・楢山義実
申込み　不要（入場無料）
問合せ　史跡聖寿寺館跡案内所
　　　　☎0179-23-4711

芸能

食

食･芸能

ふくちジャックドセンター大収穫祭
　果物、野菜の即売会を行います。また、特産品
の販売、せんべい汁やおにぎり等の飲食店コーナー
や200円野菜福袋（数量限定）もありますので、
お気軽にご来場ください。贈答用・地方発送も承
ります。
日時　11月18日（土）～19日（日）
　　　９時～15時
会場　ふくちジャックドセンター前
問合せ　ふくちジャックドセンター　
　　　　TEL・FAX�0178-84-4520

食

歴史

12/3

南部藩発祥の地

イベント情報
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　児童虐待は、子どもの生命に危険を及ぼすだ
けでなく、心にも深い傷を残すことになります。
児童虐待は、地域全体で取り組むことで、発生
予防や早期発見につながります。

【児童虐待とは・・・】

身体的
虐待

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激
しく揺さぶる、やけどを負わせる、
おぼれさせるなど

性的
虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見
せる、ポルノグラフィの被写体にす
るなど

ネグレ
クト

家に閉じ込める、食事を与えない、
ひどく不潔にする、自動車の中に放
置する、重い病気になっても病院に
連れていかないなど

心理的
虐待

言葉による脅し、無視、きょうだい
間での差別的扱い、子どもの目の前
で家族に対して暴力をふるう（DV）
など

　虐待を受けていると思われる子どもを見つ
けた時や、ご自身が出産や子育てに悩んだ時、
子育てに悩む親がいた時は、下記の窓口などに
連絡してください。連絡した人の秘密は守られ
ます。あなたの一報で救われる子どもがいます。
連絡先　児童相談所全国共通ダイヤル
　　　　☎１８９（いち・はや・く）
　　　　※近くの児童相談所につながります。
　　　　健康福祉課（健康センター）
　　　　子育て支援班��☎0178-60-7100

おいでよ！子育て支援センター
子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていないお子さん

なら、どなたでも参加できます。
子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、

お気軽にご利用ください。

福地保育園� ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

11月９日　保育園のお友達と
　　　　　ままごと遊びしよう
11月16日　お誕生会
12月２日　お遊戯会を見に来てね！
12月７日　運動遊びしよう
12月９日　おゆうぎ会見学

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

11月８・15・22日
12月６日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時 11月13・20日　12月４日

なんぶ保育園� ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時～12時

11月９日　お料理ごっこ
11月16日　楽器を作ろう
11月30日　お誕生会

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時～14時 11月13・15・20・22・27・29日

チェリー保育園� ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

11月９日　制作「七五三」
11月16日　誕生茶話会
12月２日　チェリー保育園・
　　　　　おゆうぎ会見学
12月７日　スタンプ遊び、
　　　　　年賀状づくり

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

11月13・15・20・22日
12月４・６日

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談
３歳児健康診査　　　　実施日：11月９日（木）　対象H26. ３月～ H26.4月生まれ　 受付12時～12時15分
２歳児歯科健康診査　　実施日：11月16日（木）　対象H27. ３月～ H27.5月生まれ　 受付12時15分～12時45分
乳児健康相談　　　　　実施日：11月28日（火）　対象H29. ６月～ H29.7月生まれ　 受付13時～13時30分
１歳６か月児健康診査　実施日：12月７日（木）　対象H28. ４月～ H28.5月生まれ　 受付12時15分～12時45分

実施している予防接種：Ｂ型肝炎・ヒブ・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ混合・水痘・日本脳炎・ポリオ

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けらます。

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　　13時～13時20分 B型肝炎・ポリオ・MR混合・水痘 BCGは11日13日、12月11日
南部病院 毎週　水曜日　　　　13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日　9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　　9時～11時 全種類 BCGは11月８日、12月13日

かわむら内科クリニック 月・火・木・金曜日　9時～11時30分　14時～17時30分
水・土曜日　　　　　9時～11時30分 ポリオ

はらだクリニック 月・火・水・金曜日　9時～12時　15時～18時
木・土曜日　　　　　9時～12時 B型肝炎・ポリオ

実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

11月は児童虐待防止推進月間です
~いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声~

乳幼児予防接種

12広報なんぶちょう11月号
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保育所・幼稚園等の
園児募集開始

平成30年４月からの入園について、募集受付けを

開始します。希望する施設の入園に必要な書類を準

備のうえ、申込みしてください。

施設区分
支給認定の申請および施設の利用申込み

　参考 町内にある施設
提出先 時期

保育施設

○保育所
○認定こども園
　（保育）
※現在、町内には
　認定こども園は
　ありません。

健康福祉課（健康センター）

福地サービス班（本庁舎）

住民生活課（南部分庁舎）

○申込書配布開始日
　平成29年11月８日（水）

○申込期間
　平成29年11月15日（水）から
　平成30年１月12日（金）まで

チェリー保育園
（社会福祉法人 未萌会）

なんぶ保育園
（社会福祉法人 未萌会）

福地保育園
（社会福祉法人 青い海の会）

教育施設

○幼稚園
○認定こども園
　（教育）
※現在、町内には
　認定こども園は
　ありません。

利用希望施設

※募集時期等については、各園によっ
て異なりますので、入園希望者
は利用希望施設にお問い合わせ
ください。

あかね幼稚園
(学校法人 高渕学園)

提出書類　○支給認定（現況）申請書兼保育利用申込書
　　　　　○利用者負担額（保育料）を決定するための書類（平成29年1月1日に南部町にお住まいの人は不要）
　　　　　　➡ 市町村民税課税額がわかる書類（平成29年度所得課税証明書など）
　　　　　○世帯の状況を証明する書類
　　　　　○保育の必要な理由を証明する書類（幼稚園は不要）
　　　　　○個人番号と本人確認ができる写真付き書類（例：個人番号カード、個人番号通知カードと運転免許証）
※事由により提出する書類が異なりますので、詳しくは申込書の説明資料をご確認ください。

※現在、通園している園児の申込みについて（年長児を除く。）

　○保育施設（保育所・認定こども園（保育））

手続きについて11月中旬にお知らせします。町内施設の利用者へは施設を通じて、町外施設の利用者へは

郵送で、それぞれご案内します。

　○教育施設（幼稚園・認定こども園（教育））

　　手続きについては、現在通園している施設へお問い合わせください。

　問合せ　保育園に関して　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100
　　　　　幼稚園に関して　利用希望施設または学務課（南部分庁舎）☎0179-34-2587

保育料・児童館利用料等納付のお願い
　保育料・児童館利用料・学童保育料等の徴収率の向上を図り、施設運営にかかる貴重な財源を確保するとと
もに、納付世帯と滞納世帯との不公平を是正していくため、徴収強化に取り組んでいます。
　職員による夜間電話催告・個別訪問・支払相談・口座振替の促進・保育園における納付の勧奨のほか、児童
手当からの徴収、勤務先への給与照会、財産の差し押さえなどによる強制徴収も行います。
　納付できない特別の事情がある人は、健康福祉課へご相談ください。

問合せ　健康福祉課（健康センター）　☎0178-60-7100



14広報なんぶちょう11月号

町営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者の募集

マイナポータルの本格運用がはじまります
　マイナポータルは、政府が運営するオンラインサービスで、子育てや福祉などの行政手続がワン
ストップでできるようになります。（本格運用は、まもなく開始予定で、その後、順次サービスが
導入される予定です。）

　マイナポータルでできること

　マイナポータルの利用に必要なもの

　子育てワンストップサービスで、自宅のパソコンなどから手続きができる

自己情報表示
（自分の情報の確認） 行政機関が持っている自分の特定個人情報が確認できます。

情報提供等記録表示
（やり取り履歴） 行政機関同士が自分の情報をやり取りした記録を確認できます。

サービス検索・電子申請
（ぴったりサービス） 地方公共団体のサービス検索やオンライン申請をすることができます。

○ 個人番号カード（マイナンバーカード）
○ インターネットに接続できるパソコン もしくは スマートフォン
○ ＩＣカードリーダライタ（個人番号カードに記録された電子情報を読み込むための機器）
※個人番号カード読み取りに対応しているＩＣカードリーダライタおよびスマートフォン
については、公的個人認証サービスポータルサイトをご確認ください。

　自身にぴったりなサービスを検索したり、申請に必要な書類を確認できる「サービス検索機能」
や、役場に出向くことなく、児童手当の手続きや保育所の入所申請が行える「電子申請機能」
などがご利用できます。ご利用にあたっては、マイナポータルからもアクセスすることができ
ます。
� 問合せ　企画財政課（本庁舎）　☎0178-84-2112

問合せ　建設課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2518

申込み入居資格 現地説明会
町営住宅入居申込書に必要事項を
記入のうえ、必要書類を添えて11
月13日（月）12時までに建設課（南
部分庁舎）または各住民生活課サー
ビス班に、提出してください。入
居希望が複数の場合、抽選（11月
20日（月）10時）になります。

　同居または同居しようと
する親族がある／入居者と
同居者の合計所得が月額
158,000円以下／住宅に困
窮していることが明らか／
税金を滞納していない／入
居者が暴力団員でない

▷期日　11月10日（金）
▷日程
ひろば台団地：Ｃ-3号�
　10時00分～10時15分
向山団地：48号
　10時30分～10時45分
第２苫米地駅前団地：Ｂ-6号
　11時～11時15分

第２苫米地駅前団地　１戸募集　17,500円～26,100円　２ＤＫ
ひろば台団地募集　　１戸募集　26,800円～40,000円　２ＬＤＫ（身障者向）

向山団地　１戸募集　家賃38,100円～50,400円　３ＤＫ
所得制限により申し込みできない人のための住宅です。入居申込者および同居者の合計所得が月額
158,000円以上487,000円以下

町営住宅

特定公共賃貸住宅
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TBSテレビ年末特番
『爆笑！明石家さんまのご長寿グランプリ2017（仮）』

南部町地区予選参加者募集

　ＴＢＳテレビ「さんまのスーパーからくりTV」の名物コーナー【ご長寿早押しクイズ】が年
末の特別番組として復活します。80歳以上の人がインタビュー＆早押しクイズに挑戦し、強い
印象を残した人が２次予選、そして本大会へ出場し、グランプリを決定します。全国各地で開
催する地区予選を南部町でも開催します！

１．予選の詳細
　　■開催日時　11月21日（火）
　　　　　　　　13時から３時間程度
　　■開催場所　南部町総合保健福祉センター
　　　　　　　　ゆとりあ
　　■募集人数　30名以上
　　■流れ　インタビュー後、３人１組で早押
　　　　　　しクイズを行います。
　　■選考　個性等を番組が判断し、よりおも
　　　　　　しろく元気な人を選考します。
２．参加資格　
　　■80歳以上の人（昭和12年11月21日以前
　　　に生まれた人)
　　■早押しクイズができる人
　　■選考された場合、遠方で開催される２次
　　　予選等に出場できる人
　　■テレビ出演に承諾いただける人

３．参加申し込み方法　
　健康福祉課に参加者の氏名・性別・生年
月日・電話・住所をご連絡ください。
　参加者本人でない人が申し込む場合は、
本人の承諾を得たうえで申し込んでくださ
い。

４．参加申し込み期限　11月16日（木）
※地区から２次予選に進む人がいない場合
もあります。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　地域福祉班　☎0178-60-7101

平成 30年７月 31日（予定）まで
　　県道苫米地兎内線の一部区間が道路拡幅工事により通行止め

←至 三戸 国道 104 号 至 八戸→

} 通行止め区間（205ｍ）

※パーデパークから麦沢
　へは通行できません

迂
回
路

苫米地駅
高
橋
跨
線
橋

バーデ
パーク

夏堀
建築

コメリ

旧高橋
児童館

南部町
役場

【問合せ】三八地域県民局　地域整備部　道路施設課　☎0178-27-5399

福地小

↑
至
五
戸
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今月のテーマ：健康意識調査（健康づくり意識・食生活）
「すこやか南部」通信　パート 5

　町では、平成29年度に策定する「第３次南部町健康増進計画」に役立てるため、平成28年11月に、健康意
識調査を実施しました。2,000人に調査票を配布し、960人の回答がありました。

◆調査結果　※ライフステージ　青壮年期：24歳～44歳、中年期：45歳～64歳、高齢期：65歳以上

１．健康状態や健康への取り組み
　⑴現在の健康状態と自身の健康に対する意識（図１）
　現在の健康状態について、回答者全体および各ライフステージにおいて「まあ良いほうだ」と回答した割合

が最も高くなっています。

　⑵健康づくりのために取り組んでいること（図２）
　健康づくりのための取り組みとして、回答者全体では、「ある」と回答した人が48.5％で、青壮年期および

中年期では低く、高齢期では高くなっています。

　健康のために気をつけている内容としては、各ライフステージの上位に「睡眠や休養をよくとる」「ストレ

スを溜めないようにしている」が挙がっています。

※端数処理の関係上、図のパーセンテージの合計が100％にならない場合があります。

２．食生活
⑴食生活の状況
　食生活で気をつけている内容として、「野菜を多く食べるようにしている」「牛乳、小魚、豆類、青菜などを

よく食べるようにしている」「主食、主菜、副菜がそろうようにしている」「塩分を控えるようにしている」「脂肪

分を多く含む食品を食べ過ぎないようにしている」といった項目が各ライフステージで上位に挙がっています。

⑵朝食について（図３）
　朝食の摂取について、回答者全体の83.8％は「毎

日食べている」と回答しています。ライフステー

ジ別では、青壮年期で71.3%と、中年期や高齢

期と比較して低くなっています。

全体

青壮年期

中年期

高齢期

全体

青壮年期

中年期

高齢期

図１　現在の健康状態

■とても良い　　■まあ良い方だ　　■あまり良くない

■悪い　　　　　■無回答

図２　健康づくりのために取り組んで
　　　いることの有無

■ある　　■ない　　■無回答

14.2% 65.6% 18.2%
1.7%

0.3%

0.6%
18.7% 66.7% 12.3%

1.8% 1.2%

0.8%

4.3%

2.5%

13.9% 65.6% 19.2%
1.1%

12.8% 64.3% 20.3%

48.5% 49.0%

36.8% 62.0%

46.9% 52.2%

58.8% 36.8%
2.6%

0.3%

全体

青壮年期

中年期

高齢期

図３　朝食の摂取

■毎日食べている　　■週４～５回食べている

■週２～３回食べている　　■ほとんど食べない

■無回答

83.8%
5.5%4.6%

71.3%

83.3%
5.3%

5.2%5.2%91.6%

3.5% 2.6%

3.9% 1.4%

9.4% 7.0% 12.3%

6.1%

1.7%
0.3%
1.2%

ワンポイントアドバイス
朝食をとると、頭の働きが活発になり、体温も
上昇します。頭と体をきちんと起こしてあげ
ることで集中力もアップし、イライラしたり、
ぼーっとすることも少なくなります。
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　健康センターでは、毎月、定期的に健康相談を開催
しています。
開催日　11月13日（月）、27日（月）
時間　13時30分～17時、17時30分～18時30分
会場　南部町健康センター２階　運動指導室
内容　体組成計での体脂肪・筋肉量測定、血管年齢測定、

骨密度測定、血圧測定、保健師・栄養士による
健康相談、運動器具体験

費用　無料
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

　栄養や運動について学び、地域のための「健康づくり」
や「介護予防」を考える講座です。青森県医師会・健
やか力推進センターのご協力により、盛りだくさんな
内容で開催します。この機会にぜひ、ご参加ください。
期日　12月19日（火）９時～16時
場所　ゆとりあ
対象者　町内会役員、介護予防教室世話人、
　　　　町内に住所を有する人
内容　講義（メタボ、栄養、運動、認知症、うつ）
　　　健康・体力測定、運動の実際等
講師　弘前大学大学院医学研究科社会医学講座
　　　特任教授　中路重之氏　他
　　　※ヘルシー弁当の試食があります。（無料）
申込み・問合せ【申込み期限：12月８日（金）】
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7100（内線213）

　⑶自身の食生活（図４）と改善意識（図５）
　自身の食生活に対する意識として、回答者全体では「良いと思う」「まあ良いほうだと思う」を合わせた

57.9％は概ね自身の食生活について“良い”と感じ、一方で、「少し問題があると思う」「問題が多いと思う」を

合わせた４割（39.9％）は、自身の食生活に“問題”を感じているという結果になりました。

　自身の食生活に対する改善意識では、回答した人の４割（39.8％）は「今よりよくしたい」と回答しています。

全体

青壮年期

中年期

高齢期

全体

青壮年期

中年期

高齢期

図４　自身の食生活に対する意識

■良いと思う　　　　　　　■まあ良い方だと思う

■少し問題があると思う　　■問題が多いと思う

図５　食生活改善意識

■今より良くしたい　　■今のままでよい

■特に考えていない　　■無回答

51.3% 31.5% 8.4%
5.3%

6.6% 2.3% 2.4%

38.0% 38.6% 18.1%
3.9% 1.1%

4.6%

1.4%

4.3%

47.2% 38.9% 8.9%

9.3% 62.3% 20.9%
2.9%

39.8% 34.5% 23.3%

49.1% 26.3% 24.6%

48.1% 26.1% 24.4%

26.4% 49.3% 20.0%

次回のテーマは、健康意識調査　「運動、心の健康」です。

【青森労災病院医師の診療日】
　　　　　☎0178-76-2001

整形外科 受付11時30分まで

▶ 11月25日(土)　8時30分～

先天性股関節脱臼 要予約
受付10時30分～50分

▶ 11月25日(土)

眼科 受付14時まで
初診の人は13時まで

▶ 11月 ８日(水)　13時30分～
▶ 11月22日(水)　13時30分～

泌尿器科 要予約

▶ 11月 7日(火) 13時～
▶ 11月13日(月) 13時～
▶ 11月21日(火) 13時～
▶ 11月27日(月) 13時～

　都合により日時が変更となる場合がありま
すので、ご来院の際はお問い合わせください。

「健やか隊員育成研修会」受講者募集！

達者 de 健康相談
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　　　　　インフォメーション（年金・税金）

平成２９年分確定申告の医療費控除のお知らせ 問合せ　税務課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2586

○医療費控除の改正

○医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）

　平成29年分以降の確定申告において、医療費控除または医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）
の適用を受ける場合には、医療費の領収書の添付（提示）に代えて、「医療費の明細書」または「医薬品
購入費の明細書」を作成して確定申告書に添付することとなりました。
　なお、確定申告期限等から５年間は、税務署や役場から領収書の提示または提出を求められる場合があ
りますので、ご自宅で大切に保管してください。
※経過措置として、平成29年分から平成31年分までの確定申告については、選択により、これまでの領収
書の添付（提示）による適用も可能です。

　人間ドックや予防接種など、健康の保持増進および疾病の予防のために一定の取組（※１）をしている
人が、薬局やドラッグストアで対象となる医薬品（※２）を購入した金額の合計が年間12,000円を超えた
場合、その年に支払った対象となる医薬品の購入費（※３）から、保険金などで補填される金額と12,000
円を差し引いた金額(最高88,000円)が医療費控除の対象となります。
（注）平成29年1月１日から平成33年12月31日までの期間に限ります。また、通常の医療費控除との併用はできません。

※１　一定の取組とは、定期健康診断、健康診査、がん検診、予防接種など法令に基づき行われる健康の保持増進および疾
病の予防への取組をいいます。また、これらを行ったことを明らかにする書類を添付または提示する必要があります。

※２　対象となる医薬品の具体的な品目一覧は、厚生労働省ホームページ（www.mhlw.go.jp）で確認できます。
※３　本人のほか、生計を一にする配偶者その他の親族のために支払った購入費も対象となります。なお、領収書やレシー

トに、セルフメディケーション税制対象商品である旨が記載されているものに限ります。

詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

医療費通知をお送りします

11月30日は年金の日です

「青森県市町村税納付コールセンター」に参加
　医療費の実情や健康に対する認識を深めていた
だくため、後期高齢者医療に加入されている人へ、
11月に医療費通知をお送りします。
　国の税制改正により、平成30年１月１日から
医療費通知を確定申告に活用できるようになりま
したが、確定申告に対応するためには大規模なシ
ステム改修が必要となり、準備が整わないことか
ら、今回発送する医療費通知は確定申告の書類と
しては活用できません。
問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　☎017-721-3821
　　　　税務課（南部分庁舎）☎0179-34-2586

　厚生労働省では、「国民一人ひとりが、「ねんき
んネット」等を活用しながら、高齢期の生活設計
に思いを巡らしていただく日」として、11（いい）
月30（みらい）日を「年金の日」としました。
　この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネッ
ト」をご利用していただき、ご自身の年金記録と
年金受給見込額を確認し、未来の生活設計につい
て考えてみませんか。
問合せ　八戸年金事務所　☎0178-44-1742

　今年10月、県が委託した民間業者のオペレーター
が、個人住民税など町税の納付期限が過ぎても納
付の確認が取れない人に、電話で納付の呼びかけ
を行う、「青森県市町村税納付コールセンター」
が発足し、当町も県内13市町村と合同で参加し
ています。
青森県市町村税納付コールセンター
☎0120-01-7670
※金融機関等で納付された場合、入金の確認がで
きるまで日数がかかるため、行き違いで電話す
ることもありますのでご了承ください。

不審な電話にご注意ください

　電話案内では、必ず「青森県市町村税コールセ
ンター○○です」と名乗り、納付期限が過ぎてい
る事をお知らせします。
　コールセンターから口座番号を指定して振込を
求めることや、現金自動預払機（ＡＴＭ）による
振り込み操作を指示するようなことはありません。
　不審な電話がありましたら、税務課（南部分庁
舎）☎0179-34-2586までご連絡ください。
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消防・救急インフォメーション

普通救命講習会を開催します

　突然の怪我や病気のとき、職場や家庭でできる
手当てを「応急手当」といいます。その中で最も
緊急を要する、心臓や呼吸が止まってしまった人
に行う応急手当を「救命処置」といいます。
　心臓や呼吸が止まった人の治療はまさに１分１
秒を争います。現場に居合わせた人が心肺蘇生や
除細動（電気ショック）などの救命処置を行うこ
とにより、命が助かる可能性があり、また、生存
率や社会復帰率が高くなることがわかっています。
　消防本部では地域の皆さんを対象に、「救急隊
が到着するまでの応急手当」について救命講習会
を開催します。一人一人が大切な命を救えるよう、
救命講習会を受講しましょう。
開催日　平成29年11月９日（木）、12月９日（土）
　　　　平成30年１月９日（火）、２月４日（日）、
　　　　　　　　３月８日（木）
時間　各日とも９時から正午まで
会場　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
　　　４階（八戸市大字田向字松ケ崎７－８）

講習の種類　普通救命講習Ⅰ（180分）
成人を対象とした心肺蘇生法と自動体外式除細
動器（AED）の使用方法、大出血時の止血法等

募集人員　各日20名程度（先着順）
対象者　八戸市、三戸郡各町村、上北郡おいらせ
町に居住、通勤または通学している中学生以上
の個人

受講料　無料
申込み期限　開催日の７日前まで
注意事項　筆記用具をご持参ください。また、実
技をしやすい服装でお願いします。事業所単位
で受講希望の場合は、最寄りの消防署所にお問
い合わせください。

申込み方法　電話、ファックス、メールにてお申
し込みください。

問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
　　　　指令救急課　
　TEL：0178-44-4857　FAX：0178-46-1171
　Mail：kyuukyuu@hachinohe119.jp

11月９日は「１１９番の日」
高機能消防指令センター 一般公開！ 消防・救急医療情報ご案内

　火災や交通事故を目撃した時、目の前で人が
倒れた時、自分の家族が倒れた時、冷静に正し
い１１９番通報をすることができれば、災害を
最小限に食い止めたり、人の命を救うことに繋
がります。
　指令センターの一般公開を機に、１１９番通
報システムを学び、災害による被害の軽減・救
命率の向上を目指しましょう。
　正しい１１９番通報要領と、消防車・救急車
が出動するまでの仕組みを紹介します。

《指令センター 一般公開》
日時　11月９日（木）、12日（日）
　　　10時から16時まで
場所　八戸地域広域市町村圏事務組合
　　　消防本部指令センター（消防本部４階）
問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合
　　　　消防本部指令救急課
　　　　TEL�0178-44-2135　FAX�0178-46-1171

《消防情報案内》
　消防車のサイレンは、「ウーウーカンカンカン」
が火災、「ウーウー」はその他の災害です。
　火災等の災害情報は、「０１８０－９９１－
８８８」で自動音声案内しています。
※ＰＨＳ、一部の携帯・固定・ＩＰ電話などか
らはご利用になれません。

《救急医療情報案内》
　その日の当番病院が知りたい時は「０１７８
－２４－３９９９」で案内しています。
《緊急通報ファックス１１９》
　消防本部では、言葉や耳の不自由な人などか
らのファックスによる緊急通報を、局番なしの
「１１９」番で受け付けています。
《メール１１９》
　電話での対話形式による通報が困難な人など
を対象に、電子メールによる緊急通報も受付け
ています。ご利用の際は登録制となっています
ので、詳しくは最寄りの消防署か、消防本部指
令救急課までお問い合わせください。
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名川中学校
校長：小林　孝史 生徒数：172名

本校では昨年度から名川中学校区の３つの小学校と
協力して、県教育委員会指定事業「平成28･29年度郷
土を愛する心を育てる学校教育支援事業」に取り組ん
でいます。自分と地域をつなぐ「伝統文化・産業・環
境・食」をテーマとして、「えんぶり」「山車製作」「農
業体験学習」「名久井焼き」「和楽器演奏」などの体験
的・探求的な活動を行い、２月27日に名川中学校区
地域交流ミニサミットを開催し、活動の取り組み発表
と、ふるさとを愛し未来を想う気持ちを「子ども宣言」
にしました。今年度は昨年の活動にプラスして、地域
の講師を招いて「南部町オリジナル鍋のレシピづくり」
や「南部町のよさ再発見調査」にも取り組んでいます。

今後は、文化祭や青森リンクモア平安閣で行われる
「あおもり子どもサミット」での発表を通して、今以

上に郷土を愛し、郷土に誇りをもって南部町のよさを
積極的に情報発信できる生徒になって欲しいと思って
います。創立１３年目。これからも、地域コミュニティー
の拠点となる学校づくりに努めていきたいと考えてい
ます。

「地域交流ミニサミット」での一場面

「農業体験学習」食用菊の出荷準備

「郷土を愛する心を育てる学校教育支援事業」

◆アドラー心理学を考える

　１　性格は変えられる

◆子どもを叱り続ける人が

　知らない「５つの原則」

◆戦いすんで日が暮れて　新装版

◆眩（くらら）

◆マスカレード・ナイト

◆この世の春　上・下

◆ぼく、ママとけっこんする！

◆おしりたんてい

◆もうぬげない

◆だるまさんが

　今月は、『エリック・カール特集』や『食欲の秋』コーナーなどをご用意しています。

　ぜひお気軽にお越しください。みなさまのご利用、お待ちしています！

※特集内容は予告なく変更となる場合があります。予めご了承ください。

≪特集コーナー≫

≪新刊コーナー≫

図書室からのお知らせ

野田　俊作　著

石田　勝紀　著

佐藤　愛子　著

朝井まかて　著

東野　　圭吾　著

宮部　みゆき　著

のぶみ　　　　著

トロル　　　　著

ヨシタケシンスケ著

かがくいひろし著
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役立っています！ボートピアなんぶ交付金
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12   December11  November

桐生一般戦　公営レーシングプレス杯 丸亀一般戦 蒲郡一般戦住之江一般戦 丸亀
ＧⅢ
女子

丸亀ＧⅢオールレディース住之江一般戦

蒲郡ＧⅠダイヤモンドカップ 住之江一般戦 桐生一般戦　マクール杯 下関SGチャレンジカップ

児島ＧⅠキングカップ 津
一般戦

多摩川ＧⅢマスターズリーグ 戸田一般戦平和島一般戦
ほぼｵｰﾙ女子戦

三国
ｳﾞｨｰﾅｽｼﾘｰｽﾞ

戸田一般戦平和島一般戦常滑
一般戦

宮島ＧⅢオールレディース 福岡ＧⅠチャンピオンカップ 戸田一般戦 宮島ＧⅢマンスリーＢＯＡＴＲＡＣＥ杯多摩川ＧⅢサントリーカップ 尼崎GⅠセンプルカップ尼崎
GⅠ
周年

若松
一般戦

桐生一般戦ＢＯＡＴＢＯＹｶｯﾌﾟ 蒲郡一般戦

　ビデオカメラやドローンカメラを整備し、インターネットへの投稿やＤ
ＶＤの制作により、映像面から南部町のＰＲおよび地域団体等の活動記録
活動を行っています。（南部町文化サポーター）

町長選挙新年互例会
　９月１日に行われた選挙管理委員会で、任期満
了に伴う南部町長選挙の日程が以下のとおり決ま
りました。
　あなたの一票が、町の未来をつくる大切な選挙
です。棄権しないで投票してください。
投票日　平成30年１月28日（日）
立候補予定者説明会　12月20日（水）
　　　　　　　　　　南部町役場　本庁舎
開票日　平成30年1月28日（日）21時
　　　　総合保健福祉センター「ゆとりあ」
問合せ　選挙管理委員会（本庁舎）
　　　　☎0178-84-2111

　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者など
が一同に会し、新年を祝うとともに町発展に向け
た懇談を行います。
期日　平成30年１月５日（金）
時間　11時～14時
会場　楽楽ホールおよび名川中学校体育館
会費　１人2,000円（当日会場にてお支払い）
申込み　12月８日（金）までに、総務課（本庁舎）
または健康センター、南部分庁舎の窓口へお申
込みください。

問合せ　総務課（本庁舎）☎0178-84-2111
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行政相談・人権相談
期日　12月７日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、剣吉公民館、
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部

分庁舎）☎0179-34-2509

12･1月の休日窓口開設日
期日　12月２日（土）、16日（土）
　　　１月６日（土）、20日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書
　　　　　の交付、印鑑登録
※平日は、予約制で18時まで

窓口を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2509

今月の納期
固定資産税（４期）
国民健康保険税（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）
介護保険料（５期）
納期限・口座振替日
11月30日（木）

問合せ　税務課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2586

お知らせ
information

南部町の人口と世帯数
（平成29年10月20日現在）

対先月比
人　口　18,650人  （－34）
　男　　 8,881人  （－12）
　女　　 9,769人  （－22）
世帯数　 7,492世帯（－２）

　なんぶ読み聞かせの会の皆さん
による読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、
未就学のお子さんは保護者同伴で
お越しください。
期日　11月26日（日）
時間　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室１階　
　　　町民図書室
問合せ　中央公民館
　　　　☎0178-76-2323

　南部カラオケクラブでは、会員
を募集しています。
開催期間　11月～３月
(毎週水曜日、時間13時～15時）
多少変更あり
場所　南部公民館
講師　小林忠夫　氏

（日本ビクター歌謡研究認定講師）
問合せ　南部カラオケクラブ
　　　　宮木正彦会長　
　　　　☎0179-34-2996

　町内児童館・幼稚園・保育園児、
小・中学校児童生徒の絵画・版
画・書写などを展示します。
期間　11月11日（土）～13日（月）
時間　９時～17時
　　　（13日は12時まで）
場所　町民体育館
問合せ　学務課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2587

　歌や踊り、詩吟などがステージ
披露されます。（昼食を持参くだ
さい。）
日時　12月３日（日）
　　　９時～15時30分
会場　楽楽ホール
問合せ　南部町文化協会名川支部
　　　　浜渡博光
　　　　☎090-1067-3118

おはなし会

カラオケ教室会員募集

町内幼･小･中学校作品展

南部文化フェスティバル

　男女共同参画の新たな仕組みづ
くりから現代社会の課題解決を考
えていく講座を開催します。
日時　11月30日（木）
　　　14時15分～15時20分
会場　楽楽ホール
参加費　無料
対象　どなたでも
問合せ
　特定非営利活動法人なんぶねっと
　☎0178-76-3585

　八戸リサイクルプラザでは、不
要となった備品を修理・再生して
展示しています。
　この再生品を抽選で、当選した
人に低価格で提供します。
申込期間　
　11月４日（土）～12日（日）
申込方法　八戸リサイクルプラザ
に備え付けの申込用紙に必要事項
を記入し、提出してください。
引き取り期間　
　11月18日（土）～26日（日）
　期間内に当選はがきと代金を持
参してください。
問合せ　八戸リサイクルプラザ
　　　　☎0178-70-2396

　青森県と南部町など八戸圏域８
市町村は「子育て」をテーマにし
た交流会「半都半邑の楽しさ」を
開きます。地域で子育て支援や仕
事との両立に取り組むゲストや、
同じ悩みに向き合う仲間と気軽に
おしゃべりしませんか。参加は無
料。保育士のサポートもあるので、
お子さん連れでも安心です。
日時　11月11日（土）
　　　10時30分～12時
会場　バーデハウスふくち
問合せ　プラットフォームあおもり
　　　　☎017-763-5522

公開講座　　　　　　　　　
「今、男女共同参画を考える」

秋の再生品提供

半
はん

都
と

半
はん

邑
ゆう

の楽しさ　子育て編
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　（青森県女性相談所）
　☎017-781-2000
▷配偶者暴力相談支援センター
　（三戸地方福祉事務所）
　☎0178-27-4435
▷県警察本部警察安全相談室
　☎017-735-9110

　レイプや強制わいせつなど、性
犯罪・性暴力の被害にあった人や
その家族などからの相談をお受け
します。
警察に相談したい場合
性犯罪被害相談電話全国共通番号

「♯８１０３(ハートさん)」
青森県警察の「性犯罪被害110番」
につながります。(24時間対応)
警察に相談したくない場合
あおもり性暴力被害者支援センター

「りんごの花ホットライン」
　☎017-777-8349(やさしく)
専門の研修を受けた相談員が対応
します。
相談受付時間
月・水　10時～21時
火・木・金　10時～17時
(年末年始・祝日を除く)
問合せ
　青森県青少年・男女共同参画課
　☎017-734-9228

　町では、身体または知的障がい
のある人の相談に応じたり、更生
に必要な助言をしたりするために、
障害者相談員を委嘱しています。
　相談員は次のとおりですので、
お気軽にご相談ください。
▷身体障害者相談員
・吉川直彦さん ☎0178-84-3602
・工藤英雄さん ☎0178-75-1159
・梶原まき子さん ☎0179-23-4247
▷知的障害者相談員
・夏堀真理子さん ☎0178-75-1676
問合せ　
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7101

　DV（ドメスティック・バイオ
レンス）とは一般的に、夫や恋人、
パートナーなどの親密な関係にあ
る（あった）男性から女性に対す
る暴力のことをいいます。暴力に
はさまざまな形があり、それらが
重なりあって女性の心と身体を傷
つけます。ひとりで悩まずに、気
軽にご相談ください。

【相談窓口】
▷配偶者暴力相談支援センター

　お子さんの教育資金を「国の教
育ローン」（日本政策金融公庫）
がサポートします。
　高校、大学などへの入学時・在
学中にかかる費用を対象とした公
的な融資制度です。
融資額　お子さん１人当たり350
　　　　万円以内
金利　年1.81%　固定金利
　　　（平成29年9月13日現在）
返済期間　15年以内
使用用途　入学金、授業料、教科

書代、アパート敷金・家賃など
返済方法　毎月元利均等返済（在

学期間内は利息のみ返済）
保証　（公財）教育資金融資保証

基金（連帯保証人による保証も
可能）

申込み　日本政策金融公庫八戸支
店（八戸市馬場町１- ２）

　☎0178-22-6274　または
　コールセンター☎0570-008656

　家屋の新築・増築・取り壊しを
された人や、登記をしていない家
屋の名義人が変わったときは、来
年度の固定資産課税台帳の変更手
続きなどが必要ですので、税務課
までご連絡ください。
問合せ　税務課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2586

障害者相談員のご案内 国の教育ローン

ＤＶの相談窓口

性暴力の相談窓口

固定資産課税台帳の変更手続き

広告

広告
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町営市場の販売状況（平成29年9月16日~平成29年10月15日）

品　　　名 販売数量（kg）売上額（千円）キロ単価（円） 前年単価（円）

弘前ふじ（りんご） 145,174 25,723 177 255

昴林（りんご） 39,011 6,702 172 246

トキ（りんご） 31,008 4,939 159 168

レッドゴールド（りんご） 30,758 4,001 130 147

紅玉（りんご） 103,364 15,984 155 135

サンつがる（りんご） 89,470 12,037 135 170

日面紅（梨） 32,919 2,339 71 61

長十郎（梨） 23,728 2,648 112 141

豊水（梨） 14,082 1,797 128 172

ゼネラルレクラーク（梨） 17,153 1,739 101 155

キャンベル（ﾌﾞﾄﾞｳ） 64,407 11,763 183 179

ナイヤガラ（ﾌﾞﾄﾞｳ） 11,672 2,335 200 130

大　根 28,080 1,716 61 124

ゴボウ 31,768 6,213 196 235

長　芋 70,690 14,300 202 341

にんにく 39,207 57,557 1,468 1,575

ね　ぎ 35,150 6,922 197 303

きゅうり 24,362 2,696 111 220

食用菊 1,639 1,380 842 884
●今月の休場日
11月３日（金）、５日（日）、８日（水）、12日（日）、15日（水）、
　　19日（日）、23日（木）、26日（日）
12月３日（日）、６日（水）、10日（日）、17日（日）、23日（土）、
　　24日（日）、30日（土）、31日（日）

死亡事故ゼロ4,000日達成

あたたかい善意に感謝

　10月９日、福地地区が交通死亡事故ゼロ
4000日を達成し、三戸地区交通安全協会福
地支部（八木田憲司支部長）と三戸地区交通
安全指導隊福地支隊（佐々木充澄支隊長）に、
三戸警察署（杉山肇署長）と三戸地区交通安
全協会（宮村純吉会長）から表彰状が贈られ、
２団体は、記録の継続に向け、交通安全への
意識を新たにしました。

　八戸法人会三戸支部（松尾彰平支部長）が
「町図書の蔵書充実と図書室の利用促進に役

立ててください」と図
書カード３万円を寄付
していただきました。
　ありがとうございま
した。大切に使わせて
いただきます。

　10月17日、今年市場デ
ビューとなる町の地域ブ
ランド米「南部達者米」
の収穫が行われました。「食
味にこだわってきた」と
話す生産者の声を聞き、
私も早く食卓で味わって
みたいと思いました。（Ｋ）

編集後記 ｢聞こえにくさ｣を感じたら､まずはご相談を！
認定補聴器専門店

メガネショップナカムラ
三戸町八日町 33  TEL0179（23）5433
認定補聴器技能者がサポートいたします

南部町健康センター 9:00～12:00 偶数月 第３木曜日
南部町中央公民館 13:30～16:30 奇数月 第３木曜日

社会福祉法人 清慈会 清慈会まつり
清岳園（入所支援・生活介護・短期入所）
地域生活支援センター清岳園（相談支援）
森の菜園（就労継続 B 型）
森の菜園・たっこ（就労継続 B 型）
清岳園そら（生活介護）　
ケアホーム清岳園（共同生活援助）
清岳園いっぽ（放課後等デイサービス）

日時 平成 29 年 11 月 19 日（日）
場所 すぱーく名川
時間 10 時～ 14 時
主幹 森の菜園  ℡0178-60-5533

大抽選会 /空くじなし 豪華景品

農産物即売会

飲食店コーナー

（りんご・梨・白菜・キャベ
ツ・赤かぶ・大根を格安で販
売いたします！）

（そば・から揚げ・串もち・
焼き鳥・たい焼きなどなど）

ステージ演奏や子供も楽しめ
るくじコーナーもあるよ！

広告

広告

工藤町長に受賞の
報告に訪れた、
㊧八木田憲司支部長
㊨佐々木充澄支隊長

図書カードを渡す
中村正寿副支部長

南部達者米の収穫の様子

八戸法人会三戸支部が　　　　　　
　　　　町へ図書カード３万円寄贈
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▽９月定例会の主な議案　（26㌻～27㌻）
　⇒ 討論！統合庁舎建設に関する用地等測量費の補正予算に対して。
▽議案に対する主な質疑　（28㌻～29㌻）
　⇒ 特別委員会で町の決算を集中審査。
▽一般質問
　⇒ 国の制度・財源の活用を！　ニホンジカの食害は？（30㌻）
　⇒ 工藤町長は町長選挙への立候補を決意したか？（31㌻）
　⇒ 使われていない農地を耕すための取り組みは？（31㌻）
　⇒ 庁舎建設より防災対策を！　人口減少対策の成果は？（32㌻）
　⇒ 国・県の補助金などの情報をどのように得ているのか？（33㌻）
▽8月臨時会の主な議案　（33㌻）
　⇒ 名川第４分団（下名久井地区）の消防ポンプ自動車の購入契約。
▽常任委員会報告など　（34㌻～35㌻）
　⇒ 常任委員会が町の事業を調査しました。

なんぶ 第50号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎ 0178・84・2124

議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ ら ま し
商工会女性部

福地中学校の生徒
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・かんたん検索機能（平成29年７月から開始）
→　例えば、「児童手当」を検索すると手続きに必要な書類
が一覧で表示されます。

・オンライン申請（平成29年11月から開始）
→　役場に出向かなくても、「児童手当の手続」「保育所の
入所申請」などがオンラインで申請できます。

※　利用にはマイナンバーカードのほか、
　パソコン、ＩＣカードリーダライタ、
　ＮＦＣ対応スマートフォンなどの対応
　機器が必要です。
　詳しくは「マイナポータル」で検索か
　右のＱＲコードから。

マイナポータル「子育てワンストップサービス」

　◉�主な議案（第74回定例会）

統
合
庁
舎
建
設
用
地
・
地
形
の
測
量
費
を

含
む
補
正
予
算
案
を
可
決

第
76
回
南
部
町
議
会
定
例
会　
８
月
25
日 

～ 

９
月
６
日

　
第
76
回
定
例
会
に
は
、専
決
事
項
の
報
告
、平
成
28
年
度
の
決
算
認
定
、

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の

案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
、
承
認
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
の
決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
18
件
は
、
議
員
全
員

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

条
例

■
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正

【
提
出
者
】

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

根
市　

勲

【
提
案
理
由
】　
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
後
の
10
月
中
旬

に
選
任
す
る
各
委
員
会
委

員
の
任
期
は
２
年
で
、
後

任
委
員
の
選
任
時
期
は
任

期
満
了
日
の
「
30
日
前
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

そ
の
た
め
、
９
月
初
旬

の
定
例
会
に
お
い
て
選
任

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
議

会
運
営
の
効
率
化
の
た
め

に
、
選
任
時
期
を
任
期
満

了
日
の
「
45
日
前
」
と
改

め
た
い
。

▽
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

■
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
制
定

▽　

住
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
て
、
町
に

申
請
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

条
例
を
制
定
し
た
。

※　
町
で
は
、
11
月
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所

有
者
が
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
（
総
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）」
を
通
じ
、
自

宅
に
お
い
て
児
童
手
当
や

保
育
所
の
利
用
手
続
き
な

ど
の
各
種
申
請
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
て
い

く
予
定
で
す
。

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
施
行
規
則
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
支
給
認
定
証

の
任
意
交
付
化
に
対
応
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

委
員
会
提
出

条
例
改
正
案

行
っ
た
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
▽　

介
護
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
被
保
険
者
の

資
格
や
保
険
給
付
な
ど
に

関
す
る
調
査
対
象
を
「
第

１
号
被
保
険
者
の
家
族
等
」

か
ら
「
被
保
険
者
の
家
族

等
」
に
改
め
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

※　
第
１
号
被
保
険
者
は
65

歳
以
上
、
第
２
号
被
保
険

者
は
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
加
入
者
で
、「
被
保
険
者
」

と
は
加
入
者
全
体
を
指
し

ま
す
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
包
括
的
支
援
事

業
の
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
▽　

介
護
保
険
法
施
行
規
則

の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
主

任
介
護
支
援
専
門
員
」
の

定
義
に
関
す
る
引
用
条
項

を
改
め
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

※
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

通信料が発生します。
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　◉�主な議案（第76回定例会）

なんぶ議会だより

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及

び
17
件
の
各
特
別
会
計
決

算
の
認
定

▽　

平
成
28
年
度
の
一
般
会

計
の
収
入
総
額
は
１
０
７

億
４
千
59
万
１
千
１
１
９

円
、
支
出
総
額
は
１
０
３

億
９
千
６
２
７
万
４
千
７

５
７
円
、
差
引
３
億
４
千

４
３
１
万
６
千
３
６
２
円

と
な
り
、
平
成
29
年
度
へ

の
繰
り
越
し
や
基
金
積
み

立
て
な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
17
件
の
各
特
別
会

計
の
収
入
総
額
は
１
１
６

億
１
千
90
万
１
千
６
７
１

円
、
支
出
総
額
は
１
１
６

億
５
千
１
１
２
万
４
千
７

４
０
円
と
な
っ
た
。

※　

詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

統
合
庁
舎
建
設
予
定
地
の

用
地
・
地
形
測
量
業
務
及

び
解
体
設
計
業
務
委
託
料

に
８
４
１
万
４
千
円
、
７

月
の
大
雨
に
よ
る
町
道
・

農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

費
２
千
１
８
３
万
２
千
円
、

道
路
除
雪
費
８
千
３
１
３

万
６
千
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
８
６

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

97
億
９
千
２
４
５
万
１
千

円
と
し
た
。

■
反
対
討
論

▽　
３
月
定
例
会
で
統
合
庁

舎
建
設
関
連
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
平
成
29
年
度

一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

反
対
の
討
論
を
し
た
が
、

現
在
も
新
庁
舎
の
必
要
性

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　
　
よ
っ
て
、
今
回
の
補
正

予
算
に
計
上
さ
れ
た
庁
舎

建
設
費
に
関
し
て
は
賛
成

で
き
な
い
。

 

夏
堀
嘉
一
郎　
議
員

■
賛
成
討
論

▽　
現
在
の
庁
舎
は
古
く
な

り
、
近
い
将
来
庁
舎
を
建

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
５
年
以
内
に
合
併
特
例

債
を
使
え
ば
、
３
割
の
金

額
で
庁
舎
を
建
設
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
私
は
庁
舎

建
設
に
賛
成
の
た
め
、
庁

舎
建
設
費
を
含
む
補
正
予

算
に
賛
成
す
る
。

 

久
保
利
樹　
議
員

▽　
起
立
に
よ
る
採
決
の
結

果
、
賛
成
13
、
反
対
２
の

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

■
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▽　

繰
越
金
の
確
定
や
人
件

費
の
調
整
な
ど
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
千
３
０
８
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
29
億

７
千
７
６
３
万
８
千
円
と

し
た
。

■
平
成
29
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▽　

繰
越
金
の
確
定
や
人
件

費
の
調
整
な
ど
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
千
９
８
９
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
28
億
２
２

４
万
６
千
円
と
し
た
。

■
平
成
29
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽　

人
件
費
の
調
整
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
78
万
１
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
千
１

８
２
万
９
千
円
と
し
た
。

■
平
成
29
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽　

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都

市
圏
の
医
師
派
遣
事
業
に

対
す
る
負
担
金
63
万
５
千

円
に
つ
い
て
、
給
与
費
か

ら
経
費
に
組
み
替
え
た
。

■
工
場
誘
致
条
例
等
の
一
部

改
正
【
専
決
処
分
】

▽　

企
業
立
地
の
促
進
等
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業

集
積
の
形
成
及
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
条
項
な

ど
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
平
成
28
年
度
財
政
の
健
全

化
判
断
比
率
及
び
公
営
企

業
の
資
金
不
足
比
率
の
報

告
▽　

平
成
28
年
度
に
お
け
る

町
及
び
公
営
企
業
の
財
政

状
況
等
を
数
値
化
し
、
い

ず
れ
も
赤
字
等
が
な
い
旨

の
報
告
を
受
け
た
。

■
財
産
の
取
得（
バ
ー
デ
パ
ー

ク
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

▽　

老
朽
化
に
伴
い
、
29
人

乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１

台
を
購
入
す
る
契
約
を
締

結
す
る
。
納
入
期
限
は
平

成
29
年
12
月
15
日
。

【
売
買
代
金
】
６
１
４
万
５

千
２
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】
青
森
日
野

自
動
車
販
売
株
式
会
社

　

八
戸
営
業
所　

　

所
長　

小
田
桐
聡
伸　

氏

決
算

予
算

中央公民館
B&G海洋センター

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
対
す
る
討
論

統合庁舎の建設予定地（青い線で囲んだ部分）

契 

約

報
告
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■
平
成
28
年
度
財
政
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
の
資
金
不
足
比

率
の
報
告

【
問
】　
合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
統
合
庁
舎
を
建

設
し
た
場
合
、
現
在

９
・
７
％
の
実
質
公
債

費
比
率
は
ど
れ
位
ま
で

上
が
る
の
か
。

 

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

こ
の
場
で
計
算
し
て

の
答
弁
と
な
る
が
、
仮

に
建
設
費
を
20
億
円
と

し
た
場
合
、
年
間
の
償

還
は
８
千
万
円
と
な

り
、
合
併
特
例
債
の
負

担
は
実
質
３
割
で
あ
る

た
め
、
２
千
４
０
０
万

円
が
実
質
公
債
費
比
率

と
し
て
影
響
し
て
く

る
。

　
　

た
だ
し
、
今
ま
で
借

り
て
い
る
分
の
償
還
が

年
々
下
が
っ
て
い
る
た

め
、
極
端
に
数
字
が
上

が
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

※　
実
質
公
債
費
比
率
と

は
、
一
般
会
計
の
規
模

に
対
し
、
公
債
費
（
借

金
返
還
）
が
占
め
て
い

る
割
合
の
こ
と
で
す
。

 

【
問
】　

下
水
道
会
計
な

ど
を
企
業
会
計
で
処
理

を
し
な
け
れ
ば
、
将

来
、
ど
れ
く
ら
い
の
負

担
が
生
じ
て
く
る
の
か

わ
か
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

 

（
川
守
田
稔
議
員
）

 

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

市
に
関
し
て
は
公
営

企
業
会
計
に
し
な
さ
い

と
い
う
指
導
に
な
っ
て

い
る
。

　
　

町
村
に
つ
い
て
は
、

可
能
で
平
成
32
年
ま
で

に
あ
れ
ば
企
業
会
計
に

す
る
の
が
望
ま
し
い
と

い
う
通
知
が
き
て
い
る
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

【
問
】　

八
戸
地
域
連
携

中
枢
都
市
圏
の
医
師
派

遣
事
業
で
は
、
医
療
セ

ン
タ
ー
の
ど
の
診
療
科

目
に
医
師
が
派
遣
さ
れ

て
く
る
の
か
。

 

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長

答
弁
】　

派
遣
さ
れ
る

医
師
は
常
勤
医
師
で
は

な
く
、
現
在
い
る
医
師

の
体
力
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
日
直
・

宿
直
を
務
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
依
頼
し
て
い

る
。

 

【
問
】　

平
成
28
年
度
に

24
の
町
内
に
対
し
て
小

型
除
雪
機
購
入
の
助
成

を
し
て
い
る
が
、
今
回

の
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
た
小
型
除
雪
機
は
ど

の
町
内
に
配
備
さ
れ
る

の
か
。

　
　
ま
た
、
今
後
も
要
望

が
あ
っ
た
場
合
は
補
正

な
ど
で
対
応
し
て
い
く

の
か
。

 

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
建
設
課
長
答
弁
】　

荒

町
行
政
区
、
上
中
町
行

政
区
、
苫
米
地
上
行
政

区
の
３
地
区
で
あ
る
。

　
　

今
後
も
要
望
が
あ
れ

ば
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

【
問
】　

商
工
業
振
興
費

に
食
糧
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
使
い
道
は

何
か
。

　
　
ま
た
、
南
部
七
唄
七

踊
り
全
国
大
会
の
予
算

が
増
額
さ
れ
て
い
る

が
、
理
由
は
何
か
。

 

（
西
野
耕
太
郎
議
員
）

 

【
商
工
観
光
交
流
課
長
答

弁
】　

食
糧
費
は
、
町

内
に
あ
る
誘
致
企
業
と

の
情
報
交
換
会
を
開
催

す
る
た
め
の
も
の
。

 

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　

南
部
七
唄
七
踊
り
を

映
像
で
残
す
た
め
、
県

町
村
会
の
事
業
を
活
用

し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
す

る
も
の
。

 

【
問
】　

庁
舎
建
設
費
と

し
て
計
上
さ
れ
た
用
地

や
解
体
に
関
す
る
測
量

設
計
費
の
内
訳
は
。

 

（
滝
田
勉
議
員
）

 

【
総
務
課
長
答
弁
】　

統

合
庁
舎
の
用
地
設
計
測

量
業
務
が
５
１
７
万
４

千
円
。

　
　

中
央
公
民
館
、
旧
広

場
集
会
所
、
旧
給
食
セ

ン
タ
ー
、
バ
ス
の
車

庫
、
防
火
水
槽
の
解
体

設
計
が
３
２
４
万
円
で

あ
る
。

◉
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑 

●
本
会
議
　
　
　
　

●
決
算
特
別
委
員
会

　◉�議案に対する主な質疑（本会議）

南部町の誘致企業一覧
【五十音順、敬称略】

企　業　名 業　種
㈱ＡＳフーズ 食料品製造業
三信包装㈱ 包装資材加工業
大東印刷㈱ 印刷業
多摩川精機㈱ 電気機械器具製造業
多摩川ハイテック㈱ 電気機械器具製造業
多摩川モバイル電装㈱ 電気機械器具製造業
㈱トータク 食料品製造販売
㈲百目木工業 金属加工業
㈲名川製作所 電子機器用部品製造業
プライフーズ㈱ 加工食品製造販売等
㈱ミナミ 業務用機械器具製造業
ラッキー工業㈱ 繊維工業
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■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
一
般
会
計
、

総
務
費
）

 

【
問
】　

医
師
住
宅
を
改

修
し
、
お
試
し
住
宅
と

し
た
が
、
利
用
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

 

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

東
京
か
ら
雑
誌
の
記

者
が
家
族
で
訪
れ
、
約

１
週
間
滞
在
し
て
い
る
。

　
　

現
在
は
こ
の
１
家
族

の
み
だ
が
、
来
年
度
、

２
家
族
が
滞
在
を
希
望

し
て
い
る
。

 

【
問
】　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
た
の
か
。

　
　
ま
た
、
今
後
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。

 

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

３
年
間
の
雇
用
期
間

が
終
わ
っ
た
が
、
現
在

も
２
人
の
協
力
隊
員
は

町
内
に
在
住
し
て
い
る
。

　
　

一
人
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
す
る

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
作
成

や
、
県
が
主
催
す
る
台

湾
で
の
商
談
会
に
参
加

す
る
な
ど
、
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

　
　

も
う
一
人
は
、
デ
ザ

イ
ン
関
係
の
業
務
を
主

と
し
、「
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー

ト
」
と
い
う
国
家
資
格

を
取
得
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
歴
史
と
文

化
に
関
連
し
た
協
力
隊

を
公
募
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
一
般
会
計
、

消
防
費
）

 

【
問
】　

北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
で
「
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
」が
運
用
さ
れ
、

「
頑
丈
な
建
物
ま
た
は

地
下
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
」と
放
送
さ
れ
た
。

　
　
「
頑
丈
な
建
物
」
や

「
地
下
」
と
い
う
こ
と

で
困
惑
さ
れ
た
住
民
も

多
か
っ
た
と
思
う
た
め
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
な
ど
、
大
至
急
、
住

民
に
お
知
ら
せ
し
た
方

が
良
い
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

 

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
総
務
課
長
答
弁
】　

町

の
施
設
に
地
下
は
な
い

が
、
頑
丈
な
建
物
は
あ

る
。

　
　

ミ
サ
イ
ル
飛
来
時
の

対
応
に
つ
い
て
、
県
の

防
災
課
と
協
議
し
な
が

ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
作
成
を
進
め
て
い
き

た
い
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
）

 

【
問
】　

リ
ン
ゴ
の
木
箱

が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
話
を
よ
く
耳
に
す
る

が
、
基
金
を
活
用
し
て

箱
を
貸
し
出
す
な
ど
す

れ
ば
、
出
荷
も
増
え
て

い
く
の
で
は
な
い
か
。

 

（
山
田
賢
司
議
員
）

 

【
市
場
長
答
弁
】　

市
場

に
出
荷
す
る
た
め
の
木

箱
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
問
い
合
わ
せ
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

木
箱
に
変
わ
る
強
化

し
た
段
ボ
ー
ル
や
コ
ン

テ
ナ
な
ど
で
の
対
応
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
財

産
区
特
別
会
計
）

 

【
問
】　

財
産
区
か
ら
町

が
賃
貸
借
し
て
い
る
土

地
な
ど
は
、
何
年
の
契

約
を
締
結
し
て
い
る
の

か
。

 

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
総
務
課
長
答
弁
】　

概

ね
５
年
の
契
約
を
締
結

し
、
継
続
の
場
合
は
５

年
間
の
契
約
延
長
を
し

て
い
る
。

　◉�議案に対する主な質疑（決算特別委員会）

なんぶ議会だより

お試し住宅（外観と内部）の写真

弾道ミサイル落下時の行動について
【内閣官房国民保護ポータルサイトから】

Ｊアラートによって弾道ミサイルに関するメッセージが流れたら、落ち着
いて直ちに以下の行動をしてください。

屋外にいる場合
　⇒近くの建物の中か地下に避難。
建物がない場合
　⇒物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。
屋内にいる場合
　⇒窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。
近くにミサイルが落下した場合は以下の行動をしてください。

屋外にいる場合
　⇒口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内ま
　　たは風上へ避難する。
屋内にいる場合
　⇒換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。
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質　
問　
文
部
科
学
省
は

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
の

一
環
と
し
て
、
部
活
動
指

導
員
制
度
を
整
備
し
た
が
、

町
の
対
応
は
。

教
育
長
答
弁　

今
年
４
月

に
文
部
科
学
省
は
中
学
校

等
に
お
い
て
部
活
動
の
指

導
や
大
会
の
引
率
を
行
う

こ
と
を
職
務
と
す
る
「
部

活
動
指
導
員
に
関
す
る
規

定
」
を
整
備
し
た
。

　

現
在
、
町
内
４
中
学
校

22
の
部
活
動
の
う
ち
11
の

部
活
動
で
教
職
員
と
外
部

指
導
者
が
協
力
し
て
指

導
・
運
営
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
等
の
専
門
知
識
や

技
術
を
持
ち
、
学
校
が
求

め
る
優
れ
た
人
材
の
掘
り

起
こ
し
に
努
め
、
地
域
の

ご
理
解
を
得
て
い
き
た
い
。

質　
問　
八
戸
市
に
内
閣

府
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
が
設
置
さ
れ
た
が
、
町

の
取
り
組
み
に
与
え
た
影

響
や
見
え
て
き
た
課
題
は

あ
っ
た
か
質
問
す
る
。

①
町
の
取
り
組
み
は
地
方

創
生
交
付
金
を
十
分
に
活

用
し
て
い
る
か
。

②
内
閣
府
と
の
意
見
交
換

で
、
今
後
活
用
が
見
込
め

る
事
業
は
あ
っ
た
か
。

業
が
交
付
金
の
対
象
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

③
町
で
は
、
事
業
の
計
画

時
に
国
・
県
等
の
補
助
金

の
有
無
を
確
認
し
て
い
る

が
、
画
一
的
な
制
度
が
町

に
合
致
し
な
い
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
町
単
独
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
将
来
的
に
も
き
た
さ
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
も
国
・
県
な
ど
の
財
源

確
保
に
は
積
極
的
に
取
り

組
み
、
町
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質　
問　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

食
害
防
止
に
関
す
る
町
の

対
策
を
問
う
。

①
県
の
食
害
防
止
実
施
計

画
案
に
対
す
る
町
の
関
わ

り
は
。

②
三
八
地
域
で
目
撃
情
報

が
増
え
て
い
る
が
、
町
の

情
報
把
握
と
実
態
は
。

③
国
の
制
度
や
財
源
の
活

用
状
況
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
差
が
生
じ
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
る
が
、
町
は
今

後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

町
長
答
弁　

内
閣
府
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
は
、

６
月
19
日
と
23
日
に
国
の

地
方
創
生
参
事
官
等
が
来

③
食
害
防
止
の
取
り
組
み

と
今
後
の
方
針
は
。

町
長
答
弁　

①
「
青
森
県

第
２
種
特
定
鳥
獣
管
理
計

画
（
案
）」
に
つ
い
て
県

と
協
議
し
、
賛
成
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
る
。

②
町
は
、
町
内
に
７
台
の

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
現
地
調
査
の
結
果
や

目
撃
情
報
を
県
に
報
告
し

て
、
広
域
的
に
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
に
は
町
内

で
８
頭
が
目
撃
さ
れ
、
２

年
前
に
比
べ
て
約
２
倍
と

な
っ
て
い
る
。

③
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

や
Ｊ
Ａ
八
戸
な
ど
と
捕
獲

等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
実
績
は

な
い
。

　

今
後
は
、
近
隣
町
村
と

の
広
域
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

町
し
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
等
の
活
用
に
つ
い
て

制
度
の
説
明
や
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。

①
町
で
は
、
平
成
27
年
度

に
「
給
食
費
無
償
化
事
業
」、

平
成
28
年
度
は
、
商
工
会

の
「
ま
ご
こ
ろ
宅
配
事
業
」

や
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏

に
お
け
る
「
八
戸
広
域
観

光
地
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
調
査
・
検
討
な

ど
に
国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
い
る
。

②
主
体
的
で
先
駆
的
な
事

　◉�一般質問

一
　
般
　
質
　
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

中舘　文雄�議員

内
閣
府
サ

テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
八
戸

は
町
の
施
策
に

影
響
し
た
か

ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
食
害

対
策
は

部
活
動
指

導
員
制
度

の
活
用
を

問

問

問

今
後
も
積

極
的
な
財

源
確
保
に
取
り

組
み
た
い

広
域
的
な

取
り
組
み

を
検
討
し
た
い

広
域
的
な

取
り
組
み

を
検
討
し
た
い

答

答

答

内閣府サテライトオフィスとは

　国は、まち・ひと・しごと創生
総合戦略において、国家公務員の
勤務地が東京に限定されないよう
自由化していくため、地方に中央
省庁のサテライトオフィス（出先
拠点）を設置する可能性を検証す
るため、一部の業務において実証・
試行をすることとしています。
　内閣府は今年６月に、通信網を
活用して業務ができる環境が良好
である八戸市と高知県安田町でサ
テライトオフィスを設置・試行し、
内閣府の担当職員が県内の市町村
を巡回して相談・助言、交付金事
業の実態調査などを行いました。
※サテライト…衛星、オフィス…事務所
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い
。

町
長
答
弁　

②
平
成
29
年

７
月
現
在
で
、
町
内
の
担

い
手
は
２
３
５
人
、
認
定

農
業
者
は
１
８
１
人
、
中

心
経
営
体
は
１
８
６
人
で

あ
る
。

③
農
業
を
取
り
巻
く
後
継

者
不
足
や
高
齢
化
な
ど
へ

の
対
応
は
、
町
単
独
で
は

非
常
に
難
し
い
。

　

農
業
委
員
会
を
は
じ
め

国
・
県
等
と
連
携
し
、
ど

の
よ
う
な
施
策
が
効
果
的

か
を
模
索
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

工
藤
町
長
は
、

来
年
１
月
末
の
町
長
選
へ

の
立
候
補
に
つ
い
て
、
９

月
定
例
会
に
向
け
て
結
論

を
出
す
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に

な
っ
た
の
か
。

町
長
答
弁　

特
に
少
子
高

齢
化
対
策
、
子
育
て
支
援
、

若
者
定
住
促
進
、
農
業
後

継
者
の
問
題
、
商
工
業
の

推
進
、
庁
舎
建
設
な
ど
の

課
題
解
決
に
力
を
入
れ
な

質　
問　
町
の
遊
休
農
地
、

耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を

質
問
す
る
。

①
町
全
体
で
６
５
４
㌶
あ

る
耕
作
放
棄
地
の
水
田
、

果
樹
園
な
ど
の
内
訳
は
。

②
町
内
の
担
い
手
農
家
、

認
定
農
業
者
、
中
心
経
営

体
の
人
数
は
。

③
耕
作
放
棄
地
の
減
少
対

策
を
今
後
、
町
や
農
業
委

員
会
で
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な

４
年
間
に
な
る
と
思
い
、

成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
、
来
年
の
町
長
選
挙
に

は
正
式
に
立
候
補
す
る
こ

と
を
こ
の
場
で
表
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

質　
問
　
国
の
一
億
総
活

躍
社
会
を
目
指
す
政
策
に

は
女
性
の
社
会
進
出
が
不

可
欠
だ
と
考
え
る
が
、
町

は
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

国
は
、
結
婚

農
業
委
員
会
会
長
答
弁

①
２
０
１
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
（
国
の
統
計
調
査
）

に
よ
る
町
の
耕
作
放
棄
地

面
積
は
６
５
４
㌶
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
農
地
種
別
の

調
査
は
、
非
農
家
等
を
除

い
た
販
売
農
家
の
耕
作
放

棄
地
３
０
６
㌶
の
み
に
限

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳

は
水
田
が
70
㌶
、
畑
は
１

６
１
㌶
、
果
樹
は
75
㌶
で

あ
る
。

③
国
は
、
農
業
競
争
力
を

強
化
す
る
た
め
、
担
い
手

に
農
地
を
集
積
す
る
こ
と

を
強
く
推
進
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
当
町
の
よ
う

に
小
さ
い
農
地
が
多
い
中

山
間
地
は
、
現
状
維
持
意

識
が
強
く
、
ほ
場
整
備
が

行
わ
れ
て
い
な
い
未
整
備

農
地
の
集
積
は
難
し
い
。

　

農
地
を
耕
し
、
守
る
た

め
、
高
齢
や
担
い
手
不
足

で
農
地
を
貸
し
出
し
た
い

方
に
は
農
地
中
間
管
理
機

構
へ
の
登
録
を
強
く
進
め

る
と
と
も
に
、
農
業
委
員

会
に
お
い
て
も
貸
し
借
り

の
調
整
役
を
担
え
る
よ
う
、

体
制
を
強
化
し
て
い
き
た

や
介
護
で
離
職
し
た
女
性

に
再
度
活
躍
し
て
も
ら
う

た
め
、
子
育
て
支
援
や
社

会
保
障
基
盤
の
強
化
を

行
っ
て
労
働
力
不
足
の
解

消
を
目
指
し
、
今
後
は
住

民
票
な
ど
に
旧
姓
の
併
記

も
進
め
る
な
ど
、
女
性
の

活
躍
を
支
援
し
て
い
く
。

　

町
で
も
、
男
女
が
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
方
や
能
力
・

適
正
を
考
え
、
固
定
的
な

役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、

女
性
が
主
体
的
に
選
択
で

き
る
よ
う
、
研
修
会
へ
の

参
加
を
促
し
、
町
の
委
員

会
等
へ
の
登
用
に
努
め
る

な
ど
、
女
性
の
活
躍
の
場

を
増
や
し
て
、
応
援
し
て

い
き
た
い
。

　◉�一般質問

なんぶ議会だより

山田　賢司�議員

工
藤
町
長

は
来
年
の

町
長
選
に
立
候

補
す
る
の
か

町
の
遊
休

農
地
、
耕

作
放
棄
地
の
現

状
と
対
策
は

問

問

ま
ち
づ
く

り
に
取
り

組
む
た
め
、
正

式
に
立
候
補
を

表
明
す
る

農
地
の
貸

し
借
り
を

調
整
す
る
機
能

を
強
化
し
た
い

答

答

女
性
の
社

会
進
出
を

町
は
ど
う
考
え

て
い
る
か

問
固
定
的
な

役
割
分
担

に
と
ら
わ
れ
な

い
女
性
の
活
躍

を
応
援
し
た
い

答

西野　耕太郎�議員

用　語　解　説
▶担い手…今後、農業経営に携わる人。
▶認定農業者…法に基づく経営改善計画の認定を受け
　た人。
▶中心経営体…町の人・農地プラン※の座談会で今後
　の地域の中心に位置づけられた人、法人、集落営農。
※「人と農地の問題解決」のため地域で話し合い、地

域の将来像をまとめた計画書。

町長選への立候補を表明する工藤町長
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質　
問　
合
併
時
に
策
定

し
た
「
新
南
部
町
建
設
計

画
」
や
「
南
部
町
総
合
振

興
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
庁
舎
建
設
は
、

合
併
特
例
債
が
５
年
延
長

に
な
っ
た
た
め
の
「
思
い

付
き
」
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

統
合
庁
舎
建

設
の
方
針
を
表
明
し
、
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
今
、「
延
長
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
」
と
い
う

仮
定
へ
の
答
弁
は
差
し
控

え
た
い
。

質　
問　
統
合
庁
舎
の
建

設
候
補
地
と
し
て
、
検
討

委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ
た

２
候
補
地
の
う
ち
「
防
災

拠
点
と
し
て
の
安
全
性
が

高
い
」
と
の
理
由
で
中
央

公
民
館
を
選
定
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
同
時
に
選
定
か

ら
漏
れ
、「
安
全
性
が
低
い
」

と
見
な
さ
れ
た
医
療
セ
ン

タ
ー
及
び
健
康
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
防
災
対
策
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

町
長
答
弁　

統
合
庁
舎
建

設
地
の
選
定
理
由
は
、
医

療
セ
ン
タ
ー
周
辺
が
「
安

全
性
が
低
い
」
の
で
は
な

く
、
中
央
公
民
館
が
「
安

全
性
が
よ
り
高
い
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

建
設
予
定
地
の
中
央
公

民
館
周
辺
に
は
、
医
療
セ

ン
タ
ー
、
健
康
セ
ン
タ
ー
、

名
川
中
学
校
、
名
久
井
小

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
が

集
約
さ
れ
て
お
り
、
将
来

的
に
は
道
路
も
含
め
て
一

体
的
に
整
備
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

　

健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
医

療
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
身
体
と
生
命
を
守
る
た

め
、
安
全
を
最
優
先
に
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
、
関

係
機
関
と
情
報
連
携
を
密

に
行
い
、
平
時
か
ら
訓
練

を
行
う
な
ど
、
有
事
に
備

え
て
万
全
を
期
し
て
い
き

た
い
。

質　
問　
合
併
後
の
11
年

間
で
約
３
千
人
の
人
口
が

減
少
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
次
の
こ
と
を
質
問

す
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
対
策
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
の
か
。

②
そ
れ
ら
の
対
策
を
決
行

し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

③
成
果
を
踏
ま
え
た
検
討

を
し
、
課
題
を
検
出
で
き

て
い
る
か
。

④
今
後
の
対
策
と
し
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

町
の
人
口
は
、

合
併
直
前
の
平
成
17
年
に

２
万
１
千
５
５
２
人
で

あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
で

は
１
万
８
千
３
１
２
人
と

10
年
間
で
約
３
千
人
が
減

少
し
て
い
る
。

　

町
の
１
年
間
の
人
口
動

態
は
、
自
然
減
と
社
会
減

を
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人

が
減
少
す
る
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　

自
然
減
は
、
非
婚
・
晩

婚
化
な
ど
に
よ
る
出
生
率

の
低
下
と
高
齢
世
帯
の
増

加
な
ど
、
社
会
減
は
進
学
、

就
職
、
結
婚
、
転
勤
な
ど

が
理
由
と
考
え
ら
れ
、
昭

和
30
年
を
境
に
続
い
て
い

る
。

①
町
で
は
、
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
、
小
中

学
校
給
食
費
無
償
化
、
奨

学
金
貸
付
、
住
宅
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
新
規

就
農
者
支
援
な
ど
、
子
育

て
、
住
ま
い
、
仕
事
に
関

す
る
支
援
の
ほ
か
、
達
者

村
事
業
に
よ
る
交
流
人
口

の
創
出
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、

首
都
圏
で
の
移
住
相
談
な

ど
の
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。

②
事
業
個
別
の
評
価
は
難

し
い
が
、
総
合
的
に
見
る

と
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
決
定
的
な
成
果
が

あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

　

し
か
し
、
施
策
を
実
施

し
な
か
っ
た
場
合
は
更
な

る
人
口
減
少
に
直
面
し
て

い
た
と
い
う
側
面
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

③
南
部
町
版
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
平
成
32
年

度
ま
で
に
目
標
数
値
を
上

回
る
た
め
に
、
業
務
を
進

め
て
い
る
。

④
旧
剣
吉
中
学
校
跡
地
の

若
者
向
け
の
宅
地
分
譲
や

地
域
の
問
題
点
を
話
し
合

う
地
域
共
生
社
会
構
築
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
い
く

予
定
と
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
多
方
面
に
わ

た
る
様
々
な
施
策
を
推
進

す
る
が
、
転
入
者
に
助
成

金
を
出
す
な
ど
、
近
隣
町

村
で
人
口
の
奪
い
合
い
を

し
て
消
耗
す
る
の
で
は
な

く
、
町
民
が
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
、
心

の
豊
か
さ
に
軸
足
を
置
い

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　◉�一般質問

合
併
特
例

債
延
長
が

な
く
て
も
庁
舎

は
建
設
し
た
か

問

安
全
性
が

低
い
と
さ

れ
た
医
療
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
防

災
対
策
は

町
の
人
口

は
合
併
11

年
で
約
３
千
人

減
少
し
た
が
対

策
と
成
果
は

安
全
を
最

優
先
に
早

め
の
避
難
な
ど

で
万
全
を
期
す

建
設
方
針

を
決
定
し

た
今
、
仮
定
に

対
す
る
答
弁
は

差
し
控
え
た
い

問

問

答

答

夏堀　嘉一郎�議員

助
成
で
人

口
を
奪
い

合
う
よ
り
、
町

民
が
誇
り
を
持

っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を

し
た
い

答
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川守田　稔�議員

質　
問　
国
や
県
の
補
助

金
な
ど
は
、
目
立
た
な
い

よ
う
に
公
開
さ
れ
、
い
つ

の
間
に
か
募
集
が
終
了
し

た
り
、
公
募
に
も
気
づ
か

ず
に
終
了
し
て
い
る
も
の

も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
町
は
情
報
を
ど
の
よ
う

に
得
て
、
年
間
で
ど
れ
く

ら
い
の
件
数
を
活
用
し
て

い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

一
般
的
に
、

国
が
自
治
体
に
交
付
す
る

補
助
金
や
助
成
金
等
は
、

国
の
所
管
す
る
省
庁
か
ら
、

県
の
担
当
部
局
を
通
じ
、

町
の
担
当
課
に
周
知
さ
れ

て
い
る
。

　

県
単
独
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
も
、
県
の
担
当
部

局
か
ら
町
の
担
当
課
に
周

知
さ
れ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
周
知
の
あ
っ

た
補
助
金
等
の
内
容
を
担

当
課
が
確
認
し
、
団
体
や

住
民
が
対
象
で
あ
る
場
合

に
は
、
関
係
者
に
直
接
周

知
を
行
い
、
募
集
を
し
て

い
る
。

　

な
お
、
補
助
の
申
請
を

行
っ
て
も
採
択
さ
れ
な
い

場
合
や
、
国
の
補
正
に
よ

る
緊
急
の
事
業
は
募
集
か

ら
申
請
ま
で
の
期
間
が
短

く
、
苦
慮
す
る
場
合
も
あ

る
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て

国
か
ら
補
助
金
の
決
定
を

受
け
た
の
は
、
町
道
や
公

営
住
宅
の
整
備
事
業
な
ど

41
件
で
５
億
４
２
０
万
円

で
あ
る
。

　

同
じ
く
県
は
、
特
産
果

樹
産
地
育
成
事
業
な
ど
44

件
で
１
億
４
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

国
・
県
の
他
に
も
、
宝

く
じ
等
の
収
益
金
を
財
源

と
し
た
各
種
財
団
法
人
の

助
成
金
は
14
件
で
４
千
７

０
０
万
円
で
あ
る
。

　

町
は
、
新
し
い
事
業
を

計
画
す
る
際
に
は
必
ず
、

県
に
対
し
て
事
業
内
容
を

伝
え
、
活
用
で
き
る
補
助

金
等
が
あ
る
か
ど
う
か
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
に
対
し
て
周

知
の
あ
っ
た
補
助
金
等
に

つ
い
て
は
、
担
当
課
の
み

な
ら
ず
、
各
課
に
周
知
し

て
、
対
象
と
な
る
事
業
の

有
無
を
確
認
し
て
い
る
た

め
、
募
集
期
間
が
終
了
し

て
補
助
金
を
使
え
な
か
っ

た
事
業
は
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
直
接
、
個
人
や
企
業

を
対
象
に
補
助
金
等
の
受

付
を
行
っ
て
い
る
事
例
も

あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
町

が
把
握
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
承

知
い
た
だ
き
た
い
。

■
農
村
地
域
工
業
等
導
入
指

定
地
区
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
廃
止
【
専
決
処

分
】

▽　

農
村
地
域
工
業
等
導
入

促
進
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
改
正
前
の
法
を
裏
付

け
と
し
て
い
た
固
定
資
産

税
の
減
免
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

を
廃
止
し
た
。

■
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

▽　

25
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
し
た
名
川
第
４
分
団

（
下
名
久
井
地
区
）
の
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更

新
・
配
備
す
る
た
め
、
購

入
契
約
を
締
結
す
る
。

　
　

購
入
す
る
車
両
は
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ

型
、
納
入
期
限
は
平
成
30

年
３
月
９
日
。

 

【
売
買
代
金
】
２
千
５
０
５

万
６
千
円

 

【
契
約
の
相
手
】
互
光
産
業

株
式
会
社　

代
表
取
締
役

梅
内　

利
哉　

氏

■
財
産
の
取
得
（
除
雪
作
業

車
両
）

▽　

23
年
及
び
16
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
に
よ
っ
て
エ

ン
ジ
ン
等
が
損
傷
し
た
除

雪
作
業
車
両
２
台
を
更
新

す
る
た
め
、
購
入
契
約
を

締
結
す
る
。

　
　

購
入
す
る
車
両
は
２
ト

ン
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
プ

ラ
ウ
付
き
）、
納
入
期
限

は
平
成
29
年
11
月
30
日
。

　

 

【
売
買
代
金
】
１
千
６
２
０

万
円

 

【
契
約
の
相
手
】
い
す
ゞ
自

動
車
東
北
株
式
会
社

　

青
森
支
社　

八
戸
支
店

　

支
店
長 

中
山 

伸
一 

氏

　◉�一般質問、第75回臨時会

国
・
県
の

補
助
金
な

ど
の
情
報
は
ど

の
よ
う
に
得
て

い
る
か

問
県
に
事
業

内
容
を
伝

え
て
活
用
で
き

る
補
助
金
の
情

報
を
得
て
い
る

答

なんぶ議会だより

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入
契
約
を
可
決

第
75
回
南
部
町
議
会
臨
時
会 　
８
月
１
日

　
第
75
回
臨
時
会
に
は
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
、

財
産
の
取
得
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

契 

約

報
告

消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（写真は、以
前購入した同じ型の車両）
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　◉�常任委員会報告

総務企画常任委員会

産業建設常任委員会

調 査

調 査

結 果

結 果

多目的バス・なんぶ里バス運行事業

道路整備要望箇所の現地調査

　平成 29 年８月１日に担当者から説明を受けて調査をし、次のとおり意見をまとめまし
た。

　平成 29 年９月 15 日に、今年度において新しく町内会から道路整備の要望があった路
線を現地調査し、担当者からの説明を受け、次のとおり意見をまとめました。

・バスを乗り継いだ場合でも100円で目的地に
到達できるよう、「乗継運賃」の導入について
検討されたい。

・今後も乗降調査を実施し、町民の足として
活用されるよう、運行経路の検討を継続的に
実施されたい。

　平成29年度において新たに町内会から町道整備の要
望があった路線の現地を確認した結果、以下の所見を
述べる。

・費用対効果に配慮されたい。
・樹木の伐採は、申請者から再度、周辺住民との協議

をしていただくよう、調整されたい。
・道路と民地との境界（現況）が曖昧な部分があり、

細心の注意を払われたい。
・交通量も多く、緊急車両の往来が困難である路線は、

早急に整備を実施されたい。

　以上のことを踏まえ、町の「道路関連要望の適正管理」
に基づいた評価を行い、以前からの要望箇所も含めて、
優先順位を決定されたい。

≪調査した路線≫
　①内ノ沢・作和線、作和・七ツ役線
　②下斗賀・加賀線
　③沖中６号線
　④二又・三戸線（災害復旧）
　⑤上野１号線

常 任 委 員 会 の 調 査 結 果 報 告

町担当者から説明を受ける様子

現地調査の様子

各路線の詳細について説明を受ける様子

長雨の影響が心配される水田も確認しました
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議会傍聴のご案内
　12月定例会は、12月１日の開会
を予定していますので、傍聴にお
越しください。
　傍聴席には限りがございますので、
議会事務局までお問い合わせくだ
さい。☎ 0178-84-2124

 　

委
員
会
か
ら

　

町
で
、
中
学
生
の
命
が
失
わ

れ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
大
変
、
遺
憾
に

思
い
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

故
が
な
い
よ
う
、
安
心
・
安
全

の
町
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
案
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
委

員
一
同
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
笑
顔
の
絶
え
な
い

町
民
の
生
活
に
想
い
を
巡
ら
せ
、

町
執
行
部
と
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

委
員
長 

沼 

畑 

俊 

一 

記

　◉�常任委員会報告、議会傍聴のご案内　など

なんぶ議会だより

教育民生常任委員会
調 査

結 果

学校における各種事業の現地調査
　平成 29 年７月 10 日に名川中学校を訪問し、各種事業の実施状況について担当者から
の説明を受けて、次のとおり意見をまとめました。

・語学指導外国青年助手（ＡＬＴ）及びスクール
サポーターの活動状況
⇒　人数が不足していると思われるため、各学

校から希望をとり、配置を検討されたい。

・特色ある学校経営事業の実施状況
⇒　児童・生徒数の減少に伴い、交付額が減額

されている状況であるが、実施する事業内容
に応じた交付額となるよう算定方法を検討し、
児童・生徒数による変動がないようにされたい。

・クラブ活動推進事業の実施状況
⇒　毎年、予算総額が150万円であるが、クラブ

活動が活発に行われ、経費が増大しているため、
増額計上に努力されたい。

英語（ＡＬＴ）の授業の見学

各種事業の説明を受ける様子

各委員会の委員を新たに選任しました。
（任期：平成 29年 10 月 14 日から平成 31年９月 30日まで）

議 会 運 営
委 員 会

総 務 企 画
常 任 委 員 会

産 業 建 設
常 任 委 員 会

教 育 民 生
常 任 委 員 会

図 書 室 運 営
委 員 会

委員長
　根　市　　勲
副委員長
　八木田　憲　司
委員
　沼　畑　俊　一
　工　藤　正　孝
　中　舘　文　雄
　山　田　賢　司
※議会全般の調整を
します。

委員長
　川守田　　稔
副委員長
　山　田　賢　司
委員
　工　藤　幸　子
　滝　田　　勉
　夏　堀　嘉一郎

※専門分野の調査な
どを行います。

委員長
　工　藤　正　孝
副委員長
　根　市　　勲
委員
　夏　堀　文　孝
　西　野　耕太郎
　坂　本　典　男

※専門分野の調査な
どを行います。

委員長
　沼　畑　俊　一
副委員長
　中　舘　文　雄
委員
　馬　場　又　彦
　八木田　憲　司
　久　保　利　樹
　松　本　啓　吾
※専門分野の調査な
どを行います。

委員長
　夏　堀　文　孝
副委員長
　工　藤　幸　子
委員
　山　田　賢　司
　坂　本　典　男
　久　保　利　樹
　松　本　啓　吾
※議会広報の編集も
担当します。
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